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人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き　広報の中のどこかに、
「しず小町」ちゃんが隠れ
ているよ！どこにいるの
かな？みんな、探してみ
てね！！WANTED!

しず小町ちゃんを探せ！
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　「平成30年度ゆざわジオパークガイド認定式」に
おいて、ガイドに認定された高

たかく

久真
ま お

緒さん（湯沢東
小学校5年生）。母親の勧めで、ガイド養成講座の
受講資格であるゆざわジオパーク認定試験を7歳か
ら受験し、4年越しの挑戦で試験に合格。最年少・
県内初となる小学生ジオパークガイドに認定され
ました。
　真緒さんは「湯沢市はいいところだと多くの人に
伝えたい」と、来年4月からの活動に向け、知識や
ガイド技術に磨きをかけています。世代にとらわれ
ない、さまざまな視点でのゆざわジオパークの語り
部、担い手としての活躍が期待されます。
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持続可能なまちづくりを目指して

鈴
木

　俊
夫

市
長

2019 新年のごあいさつ

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。　旧

年
中
は
、
市
政
の
各
分
野
に
わ
た
り
深
い
ご
理

解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
全
国
的
に
自
然
災
害

が
相
次
い
で
発
生
し
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
記

録
的
な
大
雪
に
よ
る
五
年
ぶ
り
の
豪
雪
対
策
本
部
の

設
置
や
、
大
雨
に
よ
り
避
難
勧
告
や
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
情
報
を
発
令
し
て
警
戒
に
あ
た
る

な
ど
、
大
変
な
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
自
主
防

災
組
織
の
立
ち
上
げ
支
援
や
、
更
な
る
消
防
防
災
・

危
機
管
理
体
制
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。　さ

て
、
昨
今
の
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
に
目
を
向

け
ま
す
と
、
急
激
な
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社
会
に

直
面
し
て
お
り
、
今
後
も
財
政
の
見
直
し
や
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
を
進
め

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
地
方
創
生
事
業
の
推
進
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
若
者
層
の
減
少
や
流
出
は
特
に
深
刻
な
問

題
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
次
代
を
担
う
若
者
層
を
地

域
内
に
定
着
さ
せ
る
べ
く
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

や
産
業
の
振
興
に
一
層
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　今
年
は
、新
市
誕
生
か
ら
十
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。

市
長
就
任
以
来
、私
の
信
条
と
し
て
掲
げ
て
き
た「
協

働
」
を
力
に
、
第
二
次
湯
沢
市
総
合
振
興
計
画
の
将

来
像
「
人
の
つ
な
が
り
で
磨
か
れ
る
、
熱
（
エ
ネ
ル

ギ
ー
）
あ
ふ
れ
る
美
し
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、

大
き
く
前
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民

生
活
や
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
参
加
・
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
公
共
施
設
の
再
編
に
向
け

た
取
り
組
み
、
子
育
て
支
援
を
目
的
と
し
た
病
児
対

応
型
保
育
施
設
の
開
設
、
若
者
や
女
性
が
輝
く
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し

た
新
た
な
産
業
支
援
モ
デ
ル
の
導
入
な
ど
、
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
十
月

に
本
市
で
開
催
す
る
「
地
域
共
生
社
会
推
進
全
国
サ

ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
ゆ
ざ
わ
」
に
向
け
て
、
着
実
に
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　将
来
の
人
口
確
保
に
向
け
た
具
体
的
戦
略
で
あ
る

「
湯
沢
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
取
り
組
み
も
五
年
目
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
役
所
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
と
一
年
の
平
穏
、

ご
隆
盛
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
春

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
は
何
と
い
い
ま
し
て
も
、
天
皇
陛
下

の
御
退
位
お
よ
び
皇
太
子
殿
下
の
御
即
位
に
よ
り
平

成
の
時
代
が
終
わ
り
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を
迎

え
る
年
と
な
り
ま
す
。

　市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
新
し
い
時
代
の
幕

開
け
に
向
け
、
議
員
一
同
気
持
ち
を
新
た
に
し
、
市

民
の
代
表
と
し
て
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　市
議
会
は
、
平
成
二
十
九
年
の
改
選
に
よ
り
大
幅

に
若
返
り
、
新
た
な
構
成
で
ス
タ
ー
ト
し
て
、
一
年

余
り
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　こ
の
間
、
「
市
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会
」「
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
の
検
証
を
は
じ
め
と

し
、
議
会
の
I
C
T
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
の
推

進
、
ま
た
、
情
報
公
開
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
、
県

内
初
と
な
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
政
務
活
動
費
に

係
る
領
収
書
を
公
開
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
に

お
い
て
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
市
民
の
皆

様
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会
の
傍
聴
や
議
会
報

告
会
な
ど
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、

市民の皆様が安心して、

安全に暮らせる地域づくりを目指して

若
い
方
た
ち
を
は
じ
め
と
し
て
、
議
会
に
対
し
て
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
議
会
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
と
の
接
点
が
増
え
て
い
く

こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
と
感
じ
て
お
り
、
こ

う
し
た
こ
と
が
一
過
性
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
更
な

る
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
て
、
人
口
減
少
や
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害

の
発
生
な
ど
、
私
た
ち
は
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
、
安
全

に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
市
民
の
皆
様
の
声
に

耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
議
員
一
人
一
人
の
審
議
能

力
、
政
策
立
案
能
力
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
な
り
ま
す
が
、
亥
年
に
は
無
病
息
災
の
意

味
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
が
市
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
多
き
年
と
な
る
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

佐
藤

　功
平

議
長

2019新年のごあいさつ
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叙勲・表彰

叙 勲 平成30年秋の叙勲受章者の

皆さんをご紹介します。

功労・功績をたたえて

　
平
成
8
年
か
ら
雄
勝
町
議
会
議
員
に
、
ま
た
、

平
成
17
年
か
ら
湯
沢
市
議
会
議
員
に
、
合
わ
せ
て

21
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職
。
こ
の
間
、
町
議
会

副
議
長
、
市
議
会
副
議
長
な
ど
を
歴
任
し
、
地
方

自
治
の
進
展
と
地
域
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】眞

ま ぎ

木　昭
しょうじ

二 さん（75）

「皆さまのおかげと感謝しており
ます。これからも市のためにで
きる限り尽くしてまいります」

　
多
年
に
わ
た
り
建
設
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
に
精
励

し
、
秋
田
県
県
土
整
備
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
副
会

長
、
秋
田
県
道
路
維
持
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
東

北
測
量
設
計
協
会
会
長
を
歴
任
。
道
路
付
帯
施
設
・

設
備
の
点
検
整
備
に
尽
力
す
る
な
ど
、
生
活
空
間
の

安
全
確
保
と
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
【
専
門
工
事
業
振
興
功
労
】

鵜
うぬま

沼　順
じゅんじろう

二朗 さん（70）

「今後は七夕絵どうろうまつりの
活性化など、まちづくりに尽力
してまいります」

　
昭
和
44
年
、
雄
勝
町
消
防
団
に
入
団
。
班
長
、

副
分
団
長
、
分
団
長
を
歴
任
。
消
防
団
の
訓
練
や

災
害
現
場
で
の
指
揮
統
率
な
ど
に
専
心
努
力
す
る

と
と
も
に
、
地
域
消
防
施
設
の
整
備
拡
充
に
努
め

る
な
ど
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
と
災
害
防
止

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

髙
たかはし

橋　一
かずお

雄 さん（74）

「今後も精進して参りますので、
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお
願いいたします」

　
昭
和
52
年
、
稲
川
町
消
防
団
に
入
団
。
班
長
、

部
長
、
副
分
団
長
、
分
団
長
、
副
団
長
を
歴
任
。

地
域
防
災
お
よ
び
地
域
の
安
心
・
安
全
に
専
心
努

力
す
る
と
と
も
に
、
地
域
行
事
へ
積
極
的
に
協
力

す
る
な
ど
、
地
域
の
発
展
と
社
会
福
祉
の
向
上
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

佐
さとう

藤　利
としお

夫 さん（72）

「思いがけない叙勲をうれしく思
います。これからも地域のため
に頑張っていきたいと思います」

　
昭
和
47
年
か
ら
荒
川
郵
便
局
（
東
京
都
）、
昭

和
56
年
か
ら
は
湯
沢
郵
便
局
、
西
馬
音
内
郵
便
局

に
お
い
て
郵
政
業
務
に
従
事
。
郵
便
・
保
険
・
貯

金
業
務
を
通
じ
て
、
40
年
の
長
き
に
わ
た
り
郵
政

事
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
【
郵
政
事
業
功
労
】高

たかはし

橋　洋
よういち

一 さん（65）

「今後も町内活動をはじめとし
て、地域の皆さまのお役に立てる
よう心掛けたいと考えています」

　
平
成
7
年
か
ら
皆
瀬
村
議
会
議
員
に
、
ま
た
、

平
成
17
年
か
ら
湯
沢
市
議
会
議
員
に
、
合
わ
せ
て

22
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職
。
こ
の
間
、
建
設
水

道
常
任
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
長
な
ど
を
歴
任

し
、
地
方
自
治
の
進
展
と
地
域
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】兼

かねこ

子　富
とみいち

市 さん（71）

「市民の皆さんの代理でいただい
た勲章に恥じないよう、今後も
地域に貢献してまいります」
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叙勲・表彰

叙 勲 平成30年秋の叙勲受章者の

皆さんをご紹介します。

功労・功績をたたえて

　
平
成
8
年
か
ら
雄
勝
町
議
会
議
員
に
、
ま
た
、

平
成
17
年
か
ら
湯
沢
市
議
会
議
員
に
、
合
わ
せ
て

21
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職
。
こ
の
間
、
町
議
会

副
議
長
、
市
議
会
副
議
長
な
ど
を
歴
任
し
、
地
方

自
治
の
進
展
と
地
域
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】眞

ま ぎ

木　昭
しょうじ

二 さん（75）

「皆さまのおかげと感謝しており
ます。これからも市のためにで
きる限り尽くしてまいります」

　
多
年
に
わ
た
り
建
設
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
に
精
励

し
、
秋
田
県
県
土
整
備
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
副
会

長
、
秋
田
県
道
路
維
持
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
東

北
測
量
設
計
協
会
会
長
を
歴
任
。
道
路
付
帯
施
設
・

設
備
の
点
検
整
備
に
尽
力
す
る
な
ど
、
生
活
空
間
の

安
全
確
保
と
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
【
専
門
工
事
業
振
興
功
労
】

鵜
うぬま

沼　順
じゅんじろう

二朗 さん（70）

「今後は七夕絵どうろうまつりの
活性化など、まちづくりに尽力
してまいります」

　
昭
和
44
年
、
雄
勝
町
消
防
団
に
入
団
。
班
長
、

副
分
団
長
、
分
団
長
を
歴
任
。
消
防
団
の
訓
練
や

災
害
現
場
で
の
指
揮
統
率
な
ど
に
専
心
努
力
す
る

と
と
も
に
、
地
域
消
防
施
設
の
整
備
拡
充
に
努
め

る
な
ど
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
と
災
害
防
止

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

髙
たかはし

橋　一
かずお

雄 さん（74）

「今後も精進して参りますので、
ご指導ご鞭撻のほどよろしくお
願いいたします」

　
昭
和
52
年
、
稲
川
町
消
防
団
に
入
団
。
班
長
、

部
長
、
副
分
団
長
、
分
団
長
、
副
団
長
を
歴
任
。

地
域
防
災
お
よ
び
地
域
の
安
心
・
安
全
に
専
心
努

力
す
る
と
と
も
に
、
地
域
行
事
へ
積
極
的
に
協
力

す
る
な
ど
、
地
域
の
発
展
と
社
会
福
祉
の
向
上
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

佐
さとう

藤　利
としお

夫 さん（72）

「思いがけない叙勲をうれしく思
います。これからも地域のため
に頑張っていきたいと思います」

　
昭
和
47
年
か
ら
荒
川
郵
便
局
（
東
京
都
）、
昭

和
56
年
か
ら
は
湯
沢
郵
便
局
、
西
馬
音
内
郵
便
局

に
お
い
て
郵
政
業
務
に
従
事
。
郵
便
・
保
険
・
貯

金
業
務
を
通
じ
て
、
40
年
の
長
き
に
わ
た
り
郵
政

事
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
【
郵
政
事
業
功
労
】高

たかはし

橋　洋
よういち

一 さん（65）

「今後も町内活動をはじめとし
て、地域の皆さまのお役に立てる
よう心掛けたいと考えています」

　
平
成
7
年
か
ら
皆
瀬
村
議
会
議
員
に
、
ま
た
、

平
成
17
年
か
ら
湯
沢
市
議
会
議
員
に
、
合
わ
せ
て

22
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職
。
こ
の
間
、
建
設
水

道
常
任
委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
長
な
ど
を
歴
任

し
、
地
方
自
治
の
進
展
と
地
域
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
【
地
方
自
治
功
労
】兼

かねこ

子　富
とみいち

市 さん（71）

「市民の皆さんの代理でいただい
た勲章に恥じないよう、今後も
地域に貢献してまいります」
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総
務
大
臣
表
彰
【
統
計
功
労
】

斎
さいとう

藤　雅
まさ こ

子さん（53）
「今回の表彰ならびに調査員を長
く続けられたことは皆さまのご
協力の賜物と感謝申し上げます」

　
多
年
に
わ
た
り
家
計
調
査
の
調
査
員
、

指
導
員
と
し
て
従
事
。
調
査
事
項
の
正
確

な
把
握
と
、
調
査
書
類
の
整
理
や
内
容
検

査
の
確
実
な
実
施
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
産
業
大
臣
表
彰
【
統
計
功
労
】

髙
たかはし

橋　寿
ひとし

さん（56）
「調査に快く応じていただいた皆
さまのご協力の賜物です。今後も
貢献できるよう精進いたします」

　
多
年
に
わ
た
り
工
業
統
計
調
査
、
経
済

セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
、
商
業
統
計
調
査

な
ど
の
調
査
員
と
し
て
従
事
。
国
や
県
な

ど
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
た
め
の

基
礎
資
料
作
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
産
業
大
臣
表
彰
【
統
計
功
労
】

小
お の で ら

野寺　泰
やすし

さん（55）
「思いがけない表彰に驚いていま
す。調査にご協力いただいた皆さ
まのおかげと感謝申し上げます」

　
多
年
に
わ
た
り
工
業
統
計
調
査
、
経
済

セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
、
商
業
統
計
調
査

な
ど
の
調
査
員
と
し
て
従
事
。
国
や
県
な

ど
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
た
め
の

基
礎
資
料
作
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
産
業
大
臣
表
彰
【
統
計
功
労
】

近
おおみ

江　大
だい

さん（44）
「このような表彰をいただき感謝し
ております。これを励みとして今
後も頑張っていきたいと思います」

　
多
年
に
わ
た
り
工
業
統
計
調
査
、
経
済

セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
、
商
業
統
計
調
査

な
ど
の
調
査
員
と
し
て
従
事
。
国
や
県
な

ど
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
た
め
の

基
礎
資
料
作
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰

【
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
功
労
】

「皆さまに感謝申し上げます。楽
しい幼稚園が続くよう力を尽く
したいと思います」

　「
楽
し
く
な
け
れ
ば
幼
稚
園
で
な
い
！
」

を
合
言
葉
に
、
保
護
者
と
教
職
員
が
強
い

信
頼
関
係
の
下
で
、
た
く
ま
し
く
成
長
す

る
子
ど
も
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
と
し

て
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

高
たかはし

橋　悦
よし こ

子さん（37）
双葉幼稚園保護者会長

表 彰
功績を表彰された

皆さんをご紹介します。

　
昭
和
46
年
か
ら
新
宿
郵
便
局
を
皮
切
り
に
、
東

京
都
内
の
郵
便
局
に
お
い
て
郵
政
業
務
に
従
事
。

郵
便
・
保
険
・
貯
金
業
務
を
通
じ
て
、
41
年
の
長

き
に
わ
た
り
郵
政
事
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。 瑞

宝
単
光
章
【
郵
政
事
業
功
労
】皆

みながわ

川　悟
さとる

 さん（65）

「先輩方、同僚たちのご指導、ご
支援の賜物であり、深く感謝申
し上げます」

　
元
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
監
。
昭

和
47
年
か
ら
41
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
防
災
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
広
域
消
防
を
牽
引
し
、
消
防

施
設
の
充
実
や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
、
消
防
本

部
の
発
展
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

加
かとう

藤　秀
ひですけ

輔 さん（66）

「皆さんに支えてもらい受章でき
たので、微力ながら地域に貢献
していきたいと思います」

瑞
宝
単
光
章
【
消
防
功
労
】

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
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市からのお知らせ

　
市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
郵
送
で
も
提
出

で
き
ま
す
。
記
入
し
た
申
告
書
や
「
収
支
内
訳

書
」、
控
除
資
料
な
ど
を
税
務
課
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
添
付
の
控
除
資
料
な
ど
は
希
望
が

あ
れ
ば
返
却
し
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
書
き
添

え
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
封
筒
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
内
容
の
確
認
な
ど
で
税
務
課
か
ら
電

話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
番
号

欄
に
は
、
日
中
に
連
絡
の
つ
く
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
…
3
月
15
日
㈮

　
な
お
、
税
務
署
か
ら
申
告
の
案
内
が
あ
っ
た

方
は
、
指
定
期
間
に
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

※
年
末
調
整
済
の
給
与
所
得
以
外
の
合
計
所
得
が

20
万
円
以
下
の
場
合
な
ど
、
所
得
税
の
確
定
申
告

が
不
要
で
あ
っ
て
も
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必

要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
は
、市
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
確
定
申
告
は
、
電
子
申
告
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
も

で
き
ま
す
。

問
湯
沢
税
務
署
（
☎
�
5
1
0
0
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
市
・

県
民
税
の
申
告
や
確
定
申
告
に
は
、
次
の
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

■
番
号
を
確
認
で
き
る
書
類
と
本
人
を
確
認
で

き
る
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ
け
で
、
番
号
確
認

と
本
人
確
認
が
可
能

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

税
務
署
や
市
へ
提
出
す
る

　
　
申
告
書
・
申
請
書
等
に
は

＋

◎
通
知
カ
ー
ド

◎
住
民
票
の
写
し
ま
た
は
住
民
票
記
載

事
項
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
が
あ
る
も
の
に
限
る
）

な
ど
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ

番号確認書類

◎
運
転
免
許
証

　◎
パ
ス
ポ
ー
ト

◎
在
留
カ
ー
ド

　◎
身
体
障
害
者
手
帳

◎
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証

な
ど
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ

身元（本人）確認書類

申
告
書
を
郵
送
し
ま
す

指
定
日
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

所
得
税
の
還
付
申
告
は

税
務
署
で

収
支
内
訳
書
の

作
成
を
お
願
い
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す

■申告相談期間　2月4日㈪～ 3月15日㈮
■受 付 時 間　午前8時30分～ 11時
　　　　　　　　午後1時～ 3時

※今号に折り込みの「日程表」も併せてご覧く
ださい。

問税務課市民税班（☎55-8094）

談申 告 相
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平
成
31
年
度

　申
告
に
つ
い
て

　
昨
年
度
の
申
告
内
容
や
年
齢
な
ど
か
ら
判
断

し
て
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
申
告
書
や
「
収
支
内
訳
書
」
用
紙

を
一
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
申
告
書
が
届
か

な
い
方
で
も
、
左
記
の
「
申
告
要
否
判
定
表
」

を
参
考
に
、
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
に

は
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
告
書
が
届
い
て
も
平
成
30
年
中
は

ま
っ
た
く
収
入
が
な
か
っ
た
と
い
う
方
は
、
申

告
書
裏
面
の
「
課
税
の
対
象
と
な
る
収
入
の
な

い
か
た
へ
」
の
該
当
部
分
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
市
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
、
行
政
区
ご
と

に
相
談
会
場
や
相
談
日
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
号
の
広
報
に
折
り
込
み
の
日
程
表
で
日

時
を
確
認
の
上
、
指
定
日
に
来
場
し
て
く
だ
さ

い
。

　
指
定
日
に
来
場
で
き
な
い
場
合
は
、
な
る
べ

く
住
ん
で
い
る
地
区
の
申
告
相
談
期
間
中
に
来

場
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
相
談
期
間
中
は
、
税
務
課
窓
口
で
の
申
告
相

談
は
で
き
ま
せ
ん
。

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す

　
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
）
や
不
動
産
所
得

の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
申
告
書

と
一
緒
に
「
収
支
内
訳
書
」
と
書
き
方
の
手
引

き
を
郵
送
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
「
収
支
内
訳

書
」
を
作
成
し
、
領
収
書
・
帳
簿
な
ど
を
持
っ

て
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
用
紙
は
、
本
庁
税
務
課
、

各
総
合
支
所
、
申
告
相
談
会
場
、
湯
沢
税
務
署

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

※
「
収
支
内
訳
書
」
を
作
成
し
て
い
な
い
と
、
申
告

相
談
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
所
得
税
の
還
付
申
告
書
は
、
一
月
か
ら
税
務

署
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
還
付
金
の
受
領

ま
で
の
日
数
を
短
縮
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め

の
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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市
・
県
民
税
の
申
告
書
は
、
郵
送
で
も
提
出

で
き
ま
す
。
記
入
し
た
申
告
書
や
「
収
支
内
訳

書
」、
控
除
資
料
な
ど
を
税
務
課
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
添
付
の
控
除
資
料
な
ど
は
希
望
が

あ
れ
ば
返
却
し
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
書
き
添

え
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信
封
筒
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
内
容
の
確
認
な
ど
で
税
務
課
か
ら
電

話
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
番
号

欄
に
は
、
日
中
に
連
絡
の
つ
く
番
号
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限
…
3
月
15
日
㈮

　
な
お
、
税
務
署
か
ら
申
告
の
案
内
が
あ
っ
た

方
は
、
指
定
期
間
に
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

※
年
末
調
整
済
の
給
与
所
得
以
外
の
合
計
所
得
が

20
万
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以
下
の
場
合
な
ど
、
所
得
税
の
確
定
申
告

が
不
要
で
あ
っ
て
も
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
必

要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
は
、市
・

県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
確
定
申
告
は
、
電
子
申
告
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
も

で
き
ま
す
。

問
湯
沢
税
務
署
（
☎
�
5
1
0
0
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
市
・

県
民
税
の
申
告
や
確
定
申
告
に
は
、
次
の
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

■
番
号
を
確
認
で
き
る
書
類
と
本
人
を
確
認
で

き
る
書
類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添
付

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ
け
で
、
番
号
確
認

と
本
人
確
認
が
可
能

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

次
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

税
務
署
や
市
へ
提
出
す
る

　
　
申
告
書
・
申
請
書
等
に
は

＋

◎
通
知
カ
ー
ド

◎
住
民
票
の
写
し
ま
た
は
住
民
票
記
載

事
項
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
が
あ
る
も
の
に
限
る
）

な
ど
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ

番号確認書類

◎
運
転
免
許
証

　◎
パ
ス
ポ
ー
ト

◎
在
留
カ
ー
ド

　◎
身
体
障
害
者
手
帳

◎
公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証

な
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の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ

身元（本人）確認書類
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収
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を
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て
来
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て
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。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
用
紙
は
、
本
庁
税
務
課
、

各
総
合
支
所
、
申
告
相
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、
湯
沢
税
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に
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て
あ
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す
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「
収
支
内
訳
書
」
を
作
成
し
て
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と
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が
で
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す
。
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得
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還
付
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書
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一
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で
受
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付
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ま
す
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を
短
縮
で
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で
、
お
早
め

の
申
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を
お
勧
め
し
ま
す
。
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　平成30年中に支払った医療費の合計が、下記の表で控除となる金額以上の場合、市・
県民税の申告や確定申告において医療費控除を受けることができます。

※申告をする前に必ず合計額を算出し、領収書を持って会場へお越しください。

※健康保険組合や生命保険などから医療費が補てんされた場合（高額療養費、入院給付金、高額介護サー
ビス費など）は、その金額を対象の医療費から差し引いてください。

医療費控除対象額

総 所 得 金 額 等 200万円未満の方 200万円以上の方

医療費控除となる額 支払った医療費の合計のうち、
総所得金額等 ×5％を超えた額

支払った医療費の合計のうち、
10万円を超えた額

医療費控除の

豆知識

　健康診断や予防接種などを受けた方が、国の指定する市販薬を購入した金額が12,000円を

超える場合、医療費控除を受けられる特例制度があります。合計額を算出し、内容がわかる

領収書と健康診断の結果通知または予防接種の領収書を持参してください。

セルフメディケーション税制

※ドラッグストアなどで購入した市販薬でも風邪薬など治療
目的であれば、控除の対象となります。薬品名の記載があ
るレシートをお持ちください。

診療・治療費、治療目的の医薬品など

控除の対象となるもの 控除の対象とならないもの

健康診断、人間ドック、予防接種、医師の診断書、栄養
ドリンクなど疲労回復や健康維持目的のもの、視力矯正
のためのコンタクトレンズ代・眼鏡代、老齢者の使用す
る補聴器代、医師の処方のない目薬や湿布薬など

市・県民税の申告が必要？

申告要否判定表

次の①、②のどちらかに当てはまりますか？

①収入は給与のみで年末調整されている。

②収入は公的年金収入のみ

※公的年金から所得税が天引き（源泉徴収）されている場合は、

確定申告により還付になる場合があります。

※市・県民税の所得控除（社会保険料控除、医療費控除など）

を受ける場合は、申告をおすすめします。

市・県民税の申告が必要です。

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

スタート
!
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放課後児童クラブ
利用申込み

　放課後や長期休業に、仕事などで家庭に保護者など
がいない児童を対象に、地域や学校の協力を得ながら、
子どもたちが安全な放課後を過ごすための「放課後児
童クラブ」の利用申込みを受付けます。

■対　象
　市内の小学校に通う児童のうち、放課後や長期休業
などに保護者や家族が不在で、親族その他の監護も
受けられないと認められる児童。
※申込みが定員を上回った場合は下学年児童を優先し、利用
先の調整を行う場合があります。

■実施日時
　▷平日　放課後～午後6時30分
　▷土曜日および学校の長期休業日　午前8時～午後
6時30分（昼食を持参ください）

※日曜日、祝日および年末年始は休みです。

■申込み方法
　利用を希望する放課後児童クラブへ申請書と必要書
類を提出してください。
※申請書は、子ども未来課児童福祉班、各総合支所、各放課
後児童クラブにあります。

■申込み期間
　　1月7日（月）～2月8日（金）
※期限を過ぎてからの申込みは、
利用決定が遅れる場合があり
ます。

問子ども未来課児童福祉班（☎78-0166）または各放課後児童クラブ詳しくは、市ホームページをご覧ください。

学　区 児童クラブ名 定員 住　　　　所　 電話番号

湯沢東

岩崎児童クラブ 40 岩崎字寝連沢 1-10 旧岩崎小学校内 ☎ 73-3490

祝田児童クラブ 40 字祝田 154-1 祝田放課後児童健全育成施設 ☎ 72-1811

倉内団地児童クラブさくらっ子 35 倉内字三ツ田 1-11 倉内住宅集会所内 ☎080-1677-3651

湯 沢
東・西 ふたば学童クラブ 40 表町四丁目 5-23 ふたば子育て支援センター 2階 ☎ 56-6248

湯沢西
湯沢南児童クラブ 80 千石町二丁目 4-8 湯沢コミュニティセンター隣 ☎ 72-8456

湯沢若草幼稚園学童部 40 清水町二丁目 3-3 湯沢若草幼稚園内 ☎ 73-6738

山 田 深堀ぐんぐんキッズ 30 深堀字高屋敷 58-3 深堀保育園内 ☎ 72-2512

稲 庭
三 梨 いなかわっこ宮田教室 40 三梨町字宮田屋布前 17 稲川克雪管理センター内 ☎080-2841-5144

川　連
駒　形 いなかわっこ大舘教室 40 川連町字上平城 2-6 旧稲川福祉サポートセンター ☎090-7068-4845

雄 勝

小野児童クラブ 40 小野字油屋敷 15 小野児童館 ☎ 52-2590

秋ノ宮児童クラブ 40 秋ノ宮字山岸 146 秋ノ宮児童館 ☎ 55-2862

院内児童クラブ 40 下院内字田用橋 61 院内児童館 ☎ 52-2498

ワンパクハウス 40 横堀字小田中 5-2 横堀交流センター 2階 ☎ 56-5277

皆 瀬 皆瀬児童クラブ 30 皆瀬字下菅生 32 特別養護老人ホームふれあいの里内 ☎ 58-4155
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　　1月7日（月）～2月8日（金）
※期限を過ぎてからの申込みは、
利用決定が遅れる場合があり
ます。

問子ども未来課児童福祉班（☎78-0166）または各放課後児童クラブ詳しくは、市ホームページをご覧ください。

学　区 児童クラブ名 定員 住　　　　所　 電話番号

湯沢東

岩崎児童クラブ 40 岩崎字寝連沢 1-10 旧岩崎小学校内 ☎ 73-3490

祝田児童クラブ 40 字祝田 154-1 祝田放課後児童健全育成施設 ☎ 72-1811

倉内団地児童クラブさくらっ子 35 倉内字三ツ田 1-11 倉内住宅集会所内 ☎080-1677-3651

湯 沢
東・西 ふたば学童クラブ 40 表町四丁目 5-23 ふたば子育て支援センター 2階 ☎ 56-6248

湯沢西
湯沢南児童クラブ 80 千石町二丁目 4-8 湯沢コミュニティセンター隣 ☎ 72-8456

湯沢若草幼稚園学童部 40 清水町二丁目 3-3 湯沢若草幼稚園内 ☎ 73-6738

山 田 深堀ぐんぐんキッズ 30 深堀字高屋敷 58-3 深堀保育園内 ☎ 72-2512

稲 庭
三 梨 いなかわっこ宮田教室 40 三梨町字宮田屋布前 17 稲川克雪管理センター内 ☎080-2841-5144

川　連
駒　形 いなかわっこ大舘教室 40 川連町字上平城 2-6 旧稲川福祉サポートセンター ☎090-7068-4845

雄 勝

小野児童クラブ 40 小野字油屋敷 15 小野児童館 ☎ 52-2590

秋ノ宮児童クラブ 40 秋ノ宮字山岸 146 秋ノ宮児童館 ☎ 55-2862

院内児童クラブ 40 下院内字田用橋 61 院内児童館 ☎ 52-2498

ワンパクハウス 40 横堀字小田中 5-2 横堀交流センター 2階 ☎ 56-5277

皆 瀬 皆瀬児童クラブ 30 皆瀬字下菅生 32 特別養護老人ホームふれあいの里内 ☎ 58-4155
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■日　時　2 月 2 日（土）
　　　　　午後 4 時～ 9 時（ライトアップ）
■会　場　旧秋の宮スキー場

問かだる雪まつり実行委員会（秋の宮山荘内☎
56-2400）

秋の宮温泉郷灯幻郷冬物語

かだる雪まつり

しがっこまつり
■日　時　2 月 2 日（土）午後 5 時～ 8 時 30 分

　※プレライトアップ
2 月 1 日（金）午後 5 時～ 8 時 30 分

■会　場　小安峡河原湯橋周辺

問（一社）湯沢市観光物産協会（☎ 73-0415）

犬っこまつり
■日　時　2 月  9 日（土）午前 10 時～午後 9 時
　　　　　　  10 日（日）午前 10 時～午後 7 時
■会　場　湯沢市総合体育館周辺

問（一社）湯沢市観光物産協会（☎ 73-0415）

03
info 湯沢の冬まつり

雄勝の雪まつり
■日　時　2 月 9 日（土）午後 5 時～ 9 時
■会　場　小町の郷公園

問湯沢市雄勝観光協会（☎ 52-2200）
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04
info 新たな森林管理システムがスタートします

４月から市町村が主体となった

人工林の齢級別面積 国産材供給量と木材自給率の推移

国産財の供給量は増加しており、平成28年は、2,714万㎥
木材自給率は35％に

「伐って、使って、植える」、森林資源を循環利用していく新たな時代に突入

国産材供給量
材木自給率
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活用できる資源が充実！　人工林資源は毎年7,800万㎥増加
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（1～ 5年生） （21～25年生） （46～ 50年生）（70～75年生）（91～95年生）

木材として活用
できる適齢期

約5割に達する
見込み

（平成32年度末）

若い森林を

増やしていく必要

　森林資源の適切な管理と林業の成長産業化を推進するため、
新たな森林経営管理制度を定めた「森林経営管理法」が昨年制
定され、市町村が主体となって森林管理を行う「新たな森林管
理システム」がスタートし、森林・林業の変革期を迎えます。
　森林は、「伐って、使って、植える」サイクルの中で、木材
の生産や山崩れなどを防ぐ国土の保全・水源かん養、二酸化炭
素吸収による地球温暖化防止などの多面的機能の発揮に貢献し
ています。
　しかし現状では、スギ人工林の約半分が収伐期を迎える中、

経営管理が行われていない森林について
市町村が仲介役となり

森林所有者と林業経営者をつなぐシステムを構築し
担い手を探す

併せて、所有者不明森林の問題にも対応

意向を確認

経営管理を委託

意欲と能力のある

林業経営者

市町村が自ら管理

経営管理を再委託

林業経営に
適した森林

林業経営に
適さない森林市町村森林所有者

所有者不明森林や境界不明森林などが増加し、森林整備が進ま
ず、資源が十分活用されていない状況にあります。
　そこで、新たな森林管理システムの実施により、森林所有者
の適切な森林管理の責務を明確化するとともに、適切な経営管
理が行われていない森林については、市が仲介役となり、所有
者から経営管理の委託を受けて森林を集約し、意欲と能力のあ
る森林事業体に経営を委ねる一方、自然的条件が悪く、林業経
営に適さない森林などについては、森林環境譲与税（仮称）を
活用しながら、市が直接、森林管理を行います。

導入の背景（国内の人口林資源を活用する時代に）

森林経営管理制度（新たな森林管理システム）とは
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　これまで放置されていた森林においても、適切な経営管理が
行われる森林については、委託を受けた森林経営者が新たに施
業を集約し、森林経営計画を策定して、伐採・再造林・保育・
間伐など循環利用し、持続的な経営管理を進めていきます。
　これにより、森林整備や林業経営者の経営規模および雇用の
安定・拡大が図られるなど、地域の森林・林業の活性化につな
がるさまざまな効果が期待されます。

　4月以降、山林の境界が明確化している地域から、
順次、森林所有者への説明会と意向調査を実施します。
対象となる森林は、適切な経営管理が行われていない
森林（①森林経営計画が策定されていない森林、②過
去10年間、間伐などを実施してない森林）です。森林
所有者や林業関係者の皆さんのご理解とご協力をお願
いします。

　平成30年度税制改正により、平成36年度から東日本大震災復興税の終了に伴い国税(住
民税均等割)として、年額1,000円が森林環境税として課税される見込みです。
　また、平成31年度からは、新たな森林管理制度の施行にあわせて、森林環境譲与税(仮
称)が交付される見込みで、「市町村が行う民有林の間伐や人材育成・担い手の確保、木
材利用の促進や普及啓発などの森林整備およびその促進に関する費用」に充てなければ
なりません。使途については、今後、ホームページや広報などで公表することになります。

　4月から、森林の土地の所有者や林地の境界に関する情報などを整備・公表する林地
台帳制度がスタートします。

問農林課農地森林整備班（☎78-1172）

森林環境税および

森林環境譲与税（仮称）の

使途について

森林経営管理制度

（新たな森林管理システム）

の概要

森林経営管理制度により期待される効果

林地台帳

まずは森林所有者の意向調査から

信
用
基
金
に
よ
る
経
営
の
改
善
発
達
に
係
る
助
言
等
林
業
・

木
材
産
業
改
善
資
金
の
償
還
期
間
の
延
長

国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
受
託
機
会
増
大
へ
の
配
慮

支援処置

※
経
営
管
理
の
責
務
を
明
確
化

　（
適
時
の
伐
採
・
造
林
・
保
育
の
実
施
）

経営管理権の設定

所有者不明森林等における
経営管理権の設定にあたっ
ての特例を措置

経営管理権集積計画

林業経営に適した森林

意欲と能力のある林業経営者に
林業経営を再委託

自然的条件に照らして
林業経営に適さない森林
市町村による間伐採等の実施
（市町村森林経営管理事業）

都道府県による市町村の事務の代替執行も措置。

経営管理実施権の設定

経営管理実施権配分計画

経営管理実施権

　市町村の委託を受けて伐採等を実施するために林業経営

に設定される、経営管理権に基づく権利

経営管理権

　森林所有者の委託を受けて伐採等を実施するた

めに市町村に設定される権利

公表

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者経営管理受理益権

募集

経営管理実施権の
設定を希望する林
業経営者を募集・
公表

経営管理受理益権

経営管理受理益権

平成36年度から施行 平成31年度から施行
交付税及び譲与税配付金特別会計

都 道 府 県

市 町 村

納税義務者 約6,200万人

国税
森林環境税（仮称）1,000円/年
（賦課徴収は市町村が行う）

個人住民税
均等割

道府県民税　1,000円/年

市町村民税　3,000円/年

賦
課
決
定

注：一部の団体においては超過課税が実施されている。

地球温暖化防止機能 災害防止・国土保全機能 水源涵養機能
公益的機能の発揮

等

国

私有林人口林面積（林野率により補正）、林業就業者数、人口により按分
森林環境譲与税（仮称）

▷間伐（境界画定、路網の整備等を含む）
▷人材育成・担い手確保
▷木材利用促進、普及啓発　等

市 町 村

※インターネットの利用等により使途を公表

▷市町村の支援　等
都 道 府 県

※インターネットの利用等により使途を公表

①森林所有者に適切な森林の経営管理を促すため責務を明確化

②森林所有者自らが森林の経営管理を実行できない場合に、市町村が森林の経営管理を受託

③林業経営に適した森林は、意欲と能力のある林業経営者に再委託

④再委託できない森林および再委託に至るまでの間の森林においては、市町村が管理を実施
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市からのお知らせ

05
infoドイツ・ジークブルク市訪問団が来訪しました

　ドイツ・ジークブルク市と湯沢市は、平成3年から、生
徒たちの相互派遣交流を続けています。今年は、10月22日
から29日までの8日間、ジークブルク市から15人の訪問団
（クラウディア・ビエルケ・ホルターマン団長、生徒10人、
引率4人）が湯沢市を訪れました。
　訪問団の生徒たちは、市内の家庭にホームステイしなが
ら体験通学を行い、生徒同士の交流を深めました。また、
ジオツアーや剣道体験を通して、日本の文化や湯沢市の自
然を満喫しました。

　ホストファミリーとして訪問団の生徒や引率者と交流し
た皆さんの感想を紹介します。

湯沢北中学校１年

平
ひらやま

山朋
ともゆき

幸さん（右から２番目）

ルック・ヘガーさん（中央）

　普段、何気なく使っている言語が通じないということは、大

変だと実感しました。ルックは、日本の食文化に興味があり、

新鮮な感覚で交流することができました。この体験を通して、

国境を越えたつながりをもっと増やしたいと思いました。

稲川中学校３年

阿
あ べ

部そなたさん（左から１番目）

アンニカ・キースリングさん
（左から２番目）

　海外の人と交流できるチャンスは少ないので、ホストファミ

リーを引き受けて、とても貴重な経験ができました。引き受け

る前は不安もありましたが、今は満足感で心がいっぱいです。

また機会があれば、交流したいです。

　私の家に来たクラーラは英語がとても上手で、レベルの違い

に驚きました。食事ではカレーを気に入り、２回も食べていま

した。学校の美術の授業では、粘土で立体像を完成させました。

短い期間でしたが、日本の生活と文化に触れてもらうことがで

きました。

湯沢北中学校２年

芦
あしはら

原古
こ の み

乃実さん（左から２番目）

クラーラ・ミュラーさん（中央）

　楽しいばかりの一週間を過ごしました。私の家には２人の高

校生が来てくれましたが、日本文化が大好きな２人は、母の作

るご飯を「おいしい」と言って、箸で食べていました。「来年の

夏、また会えるといいね」と言って別れました。

湯沢南中学校３年

柿
かきざき

崎葵
あおい

さん（右から３番目）

レーナ・ボーシャートさん（中央）

カタリーナ・ヘルストマンさん
（左から３番目）

稲川中学校２年

髙
たかはし

橋美
みさ き

向さん（右から２番目）

ピア・ベーシュさん
（左から２番目）

　私の家にとっては２回目のホームステイの受入れで、あまり

緊張はしていませんでしたが、コミュニケーションを取ろうと

思っても簡単にはできず、困ったりすることもありました。でも、

それも次第になくすことができて、良かったです。

　最初は緊張して全然話せませんでしたが、通訳アプリなどを

活用して、だんだんうまくできるようになりました。ホームス

テイを受け入れるのは大変だと思われるかもしれませんが、実

際に引き受けてみると、とても貴重で素敵な体験ができました。

稲川中学校２年

加
かとう

藤秀
すぐる

さん（右から２番目）

ティロ・コシュックさん（中央）

10月22日 　　　湯沢市到着

23日 　　　表敬訪問、ジオツアー、歓迎会

24～26日　体験通学

27日 　　　ホストファミリーと自由行動

28日 　　　剣道体験

29日 　　　湯沢市を出発

訪
問
団
日
程
概
要

問生涯学習課社会教育文化班（☎73-2163）
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05
infoドイツ・ジークブルク市訪問団が来訪しました
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平
ひらやま

山朋
ともゆき
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あ べ
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あしはら
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こ の み
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あおい
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際に引き受けてみると、とても貴重で素敵な体験ができました。
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すぐる

さん（右から２番目）
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体験通学剣道体験

ジオツアー

体験ツアー

　英単語をつなげながらの会話で、ドイツのことを教えてもらっ

たり、湯沢のことを教えてあげたりして、文化交流というとて

も良い体験ができました。ジオツアーや体験通学を通して、シャ

ナにも湯沢を楽しんでもらえたと思います。

　初めは戸惑いもありましたが、スポーツや日本の食文化を通

してコミュニケーションを図り、楽しい時間を過ごすことがで

きました。今後はもっとコミュニケーション能力を高めて、さ

まざまな人と交流を深めていきたいと思います。

雄勝中学校３年

菅
すが

優
ゆういちろう

一郎さん（前列中央）

トリスタン・ゾルクさん
（後列左）

ミヒェル・ヴェルナーさん
（後列中央）

佐
さとう

藤友
とも こ

子さん（右）

ゼバスティアン・カースさん
（左）

　我が家では、二度目の来湯となるカース校長をお迎えしまし

た。片言の英語と身振り手振り、笑顔で何とか過ごすことがで

きました。一番大事なことは食事と時間。朝食は和食、夜は楽

しく予定を確認！今回も、お互いに有意義な交流ができたと確

信しております。

　今回は4年ぶりのホームステイとなり、久しぶりに再会した

家族のような日々を過ごさせていただきました。また、以前と

変わらぬ精力的な活動に驚かされました。今後も、湯沢市とジー

クブルク市との交流を願っております。

柴
しばた

田英
えいすけ

助さん（右）

クラウディア・ビエルケ・
ホルターマン団長（左）

斎
さいとう

藤輝
てる み

美さん（左）

アンニャ・ハプロムさん（右）

　アンニャが最初に湯沢を訪れたのは中学生の時で、今回は引

率者として４年ぶりの訪問でした。我が家での初めてのホーム

ステイでしたが、普段の生活や食事に「ベリーグッド」と喜ん

でくれました。市内のイベントにも参加し楽しんでいました。2

年後の再会を楽しみにしています。

　引率兼通訳のアレクサンダーさんを我が家で受け入れるのは

二度目ということもあり、互いに自然な関わり合いの日々で、

充実した滞在だったようです。この事業は、湯沢市の子どもた

ちが世界に目を向けることができる唯一の機会。継続してもら

いたいです。

菊
きくち

地英
えいえつ

悦さん（左）

アレクサンダー・グリースル
さん（中央）

　今回は二度目の受入れだったため、初日から互いに打ち解け

ることができました。ドイツと日本の差異に驚かされることが

多く、自国の文化にとらわれない視点を得られました。田舎で

は数少ない国際交流をさせていただき、幸せに思います。

佐
さとう

藤達
さと し

志さん（右から1番目）

ユリア・コツィアロウスキー
さん（中央）

皆瀬中学校１年

佐
さとう

藤和
わ こ

湖さん（左から２番目）

シャナ・ヨストさん
（右から２番目）
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問協働事業推進課魅力創造班（☎55-8274）

問協働事業推進課魅力創造班（☎55-8274）

　父親が湯沢市院内の出身だった縁で、湯沢の歴史や自然、そして人にほれこみ、協力隊
への応募を決意しました。協力隊では、柔軟な働き方と人間らしい豊かな暮らしができる
地域を目指して「働き方改革」と「シェアリングエコノミー」の推進に取り組みます。地
域が持続的に発展していくためには、経済も、環境も、社会も全てがバランスよく成長し
ていく必要があります。今までにはなかった柔軟な働き方や、誰もが恩恵を受けられる新
しい経済の仕組みができ上がれば、地球でここにしかない資源がたくさんある湯沢市は、
必ずや世界に誇れる魅力的な地域になれると信じています。昼夜を問わずひたすら地域を
愛し、明るく元気に活動していきたいと思います。よろしくお願いします！

　市では、秋田県などと連携し、移住定住のサポート体制を整えています。「湯沢や秋田に戻り
たいけど、どこに相談すればいいかわからない」「引越しのときに利用できる支援制度はないの
かな」といった「ギモン」を解決します。

湯沢市の移住情報は

市のホームページや

フェイスブックで！

▷東　京　「Aターンプラザ秋田」「あきたで暮らそう！ Aターンサポートセンター」
▷秋　田　「秋田移住定住総合支援センター」「秋田県ふるさと定住機構」

　窓口の情報については、ＱＲコードから検索するか、
ホームページをご覧ください。

■日　時　2月10日（日）午前11時30分～午後4時10分
■会　場　浅草橋ヒューリックホール（企業55社が出展予定）

07
info

「帰省中の方・湯沢暮らしを希望する方」へのお知らせ
湯沢に戻りたい！住みたい！をサポートします！

働き方改革

シェアリングエコノミー

畠
はたけやま

山 智
と も ゆ き

行さん
宮城県仙台市出身

06
info

新たな地域おこし協力隊を紹介します！
ヨソ者の視点で、地域を明るく元気に

　市の移住コーディネーターが、
求人や賃貸物件、子育て施設（学
校、保育園など）に関する情報提
供や移住後の生活に関する相談を
サポートします。

　引越し費用や雪国の必需品（ス
タッドレスタイヤ、暖房機器、除
雪用具など）の購入費に対して、
県が最大20万円を助成します。
※購入前に登録が必要です。

　市では、県が実施している「秋
田県奨学金返還助成」に最大6万
7千円を上乗せ助成します。市内
に住んで県内企業等に就職した方
が対象となります。

秋田への移住や就職を東京と秋田の窓口で全力サポートしています！

Aターンフェアin東京

秋田県で就職を希望する全ての方へ！

奨学金の返還を助成します秋田暮らしの支援をします移住相談

フェイスブックＱＲコード

「移住・定住」ＱＲコード

「秋田県ふるさと定住機構」

ＱＲコード

「“秋田暮らし”はじめの一歩」

ＱＲコード
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「地域共生社会推進全国サミットinゆざわ」開催
10月10日（木）・11日（金）

　第 1 回大会の終盤では、開催地の𠮷𠮷
よ し だ

田一
いっぺい

平長久
手市長から、第 2 回大会の開催地である本市の鈴
木市長に、大会シ
ンボル「転ばぬ先
の杖」が引き継が
れました。

　本市は、65 歳以上の人口割合が 40％目前となり、人口も
10 年間で約 1 万人減少しています。さらに、30 年後には市
民の 2 人に１人が 65 歳以上となり、人口も約半数になると
推計されています。
　高齢化や人口減少の課題を抱える自治体は全国にたくさ
んあります。市ではこれらの課題に積極的に取り組み、サ
ミットを通じて「地域共生社会」の実現に向けた取り組み
を全国に発信していきます。

　10月のサミット開催に先駆け、市民
の皆さんに湯沢の魅力や地域の力を見
直してもらうためのプレイベントを開
催します。参加は無料ですので、ぜひ
ご来場ください。

「地域共生社会推進全国サミット in ゆざわ」の詳細については、市ホームページをご覧ください
問地域共生サミット準備室（☎ 56-8090）

　全ての人が住み慣れた地域でいつまでも安心して生き生きと活躍できる “ 地域
共生社会 ” を目指して、自治体が主催となり、その取り組みなどを考えるものです。
　昨年から始まったサミットは、第 1 回が、昨年 10 月 18 日（木）と 19 日（金）
の 2 日間、愛知県長久手市で開催され、全国の医療・福祉、まちづくりなどの関
係機関から、約 1,900 人が参加しました。

地域共生社会推進

全国サミットとは

「転ばぬ先の杖」が湯沢市に 「地域共生社会」の実現に向けて取り組みます

■日　時　2 月 16 日（土） 午前 9 時 30 分～午後 1 時
■会　場　湯沢グランドホテル
■内　容　第１部　NPO スローライフ・ジャパン事務局長  野

の ぐ ち

口智
と も こ

子氏に
よる講演

　　　　　第２部　市内各地域に伝わる郷土料理を味わうイベント（試食会）
■申込み　1 月 15 日（火）～ 2 月 12 日（火）

※申込用紙は、市役所本庁舎および各総合支所に備えてあります。また、市ホームページ
からもダウンロードできます。

※食事に不自由している方に食料品を提供するため、フードボックスを会場に設置します
ので、ご家庭で余っている食料品がありましたら、ぜひ寄付をお願いします。

プレイベントを開催します

計画（案）の名称 計画（案）の入手方法 問い合わせ

▷第 3期湯沢市地域福祉計画 福祉課、各総合支所または市ホーム
ページからダウンロード 福祉課地域福祉班（☎ 73-2122）

▷自殺対策計画
▷災害医療救護計画

健康対策課、各総合支所または市ホ
ームページからダウンロード 健康対策課予防衛生班（☎ 73-2124)

■公表時期…2 月 1 日（金）～ 2 月 20 日（水）

パブリックコメント手続き実施予告09
info
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問健康対策課予防衛生班（☎73-2124）

11
info

歯周疾患検診・後期高齢者歯科健康診査
受診は２月まで

　市では、将来にわたって健康な歯で健康な体づくりを目指して、歯周
疾患検診および後期高齢者歯科健康診査を実施しています。「口は体の
玄関であり、健康の玄関でもある」といわれており、「自分の歯が多い
と健康寿命が長く、要介護期間が短い」ともいわれています。大切な歯
を失う前に、口の健康チェックをしてみてはいかがでしょうか。
　対象者には平成 30 年 6 月に通知書を送付していますので、まだ受診し
ていない方は2月28日(木)まで受診しましょう。

検診の種類 対象者 検診料金 受診方法

歯周疾患検診
満 30、40、50、60、70 歳

（平成 30 年度中に上記の年齢になる方） 無料
（治療、処置を行う

場合は有料）

通知書記載の実施医療機関
に予約の上、検診通知書と
健康保険証を持参して受診
ください後期高齢者歯科健康診査 満 75 歳

（平成 30 年 4 月 1 日現在）

成人の9割に歯周病のおそれあり！あなたは大丈夫？

10
info
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ユースポ・図書館だより／市からのお知らせ

問健康対策課予防衛生班（☎73-2124）
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info
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健康保険証を持参して受診
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（平成 30 年 4 月 1 日現在）

成人の9割に歯周病のおそれあり！あなたは大丈夫？
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スキー場情報

1日（火）～ 4 日（金）、14 日（月）、20 日（日）
1日（火）～ 4日（金）、毎週月曜日、15日（火）
1日（火）～ 3 日（木）
1日（火）～ 3 日（木）、毎週土・日、祝祭日

湯
雄
稲
皆

今月の
休館日

■日　時　１月 24 日（木）午後 6 時 30 分
　　　　　（開場午後 6 時 15 分）
■場　所　市役所本庁舎 2 階 会議室 25・26
■受講料　無料
■定　員　40 人（申込み先着順）
■申込み　1 月 18 日（金）まで、湯沢図書

館（☎ 73-3040）へ、電話また
は直接お申込みください。

湯沢図書館よりお知らせ

1月

■　雄勝図書館からの図書案内

湯沢のスポーツ情報

※市のホームページにもスポーツ情報を掲載しています。
　「トップページ→暮らしのガイド→スポーツ」

ここで紹介した図書は一部です。
新着図書情報は、市ホームページでもご覧いただけます。

湯 ▷ 湯沢図書館（☎73-3040） 稲 ▷ 稲川カルチャーセンター（☎78-5557） 皆 ▷ 皆瀬生涯学習センター（☎46-2033）雄 ▷ 雄勝図書館（☎52-5387）

ムーミン谷のすべて
文／フィリップ・アーダー

　子どもから大人まで知っている「ムーミン」。
登場するキャラクター一人一人のエピソード
を書いた１部と、作者であるトーベ・ヤンソ
ンの生い立ちからムーミンの誕生などが写真
と一緒に載っている２部が１冊になっていま
す。この本で、ムーミンの全てが分かりますよ。

☎ 42-4185

※シニア料金は平成 31 年 3 月 31 日までに 60 歳に達する方を含む。

※シーズン券は、秋田県内の連携スキー場で提示すると 1 日券が割引になり
ます。なお、相互割引制度に加入していないスキー場での割引は適用され
ません。

稲川スキー場営業中！

ただしいかぞえかたの絵本
サメってさいこう！
空飛ぶ救命救急室ドクターヘリの秘密 和氣 晃司

はじめての絵画の歴史
テルミのめいろ 田中 喜代司

いちにちなぞのいきもの
おばあちゃんのおくりもの

児
童
図
書

湯

湯

雄

湯

湯

湯

雄

デイヴィッド・ホックニー／マーティン・ゲイフォード

WILLこども知育研究所

オーウェン・デイビー

ふくべ あきひろ

キャリー・ガラッシュ

一
般
図
書

マリー・アントワネットの暗号
スティーブ・ジョブズ世界を興奮させる組織のつくり方 桑原 晃弥

” ふがいない自分” と生きる 渡辺和子 渡辺 和子

アメーバのはなし
文豪たちのラブレター
沈黙のパレード 東野 圭吾

高血圧の毎日ごはん 佐藤 直樹

赤い靴 大山 淳子

英単語の語源図鑑
こころきらきら枕草子 －笑って恋して清少納言－ 木村 耕一

稲

稲

湯

湯

雄

雄

湯

湯

湯

皆

エヴリン・ファー

永宗 喜三郎ほか

別冊宝島編集部

清水  建二／すずきひろし

湯沢雄勝の伝説について

①能
の え

恵姫
ひめ

物語

湯沢市立湯沢図書館

歴史講座

講師　石
いしばし

橋 健
た け お

朗氏

券　種 一　般 小・中学生、
高校生、シニア

シーズン券 20,000 円 10,000 円

１ 日 券 2,000 円 1,000 円

４ 時 間 券 1,300 円 700 円

２ 時 間 券 1,000 円 500 円

ナイター券 1,500 円 800 円

午後＆ナイター券 2,000 円 1,000 円

ナイターシーズン券 13,000 円 7,000 円

■チケット料金

問 生涯学習課スポーツ振興班（☎ 55-8286）

▷初級者～中級者向け
ペアリフト 1 基
アンヴァーリフト 1 基

▷日中営業　
午前 9 時～午後 4 時

（1・2 月は毎日営業、3 月は土・日
曜日のみ営業）

▷ナイター営業　
午後 5 時 30 分～ 9 時

（月～土曜日に営業）
※ 12 月 31 日、1 月 1 日は休み

▷最終営業日　
3 月 15 日（金）予定

施設概要等
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北前ザンブリコ 湯沢公演（11/28）北前ザンブリコ 湯沢公演（11/28）

宇宙エレベーターロボット競技会東北大会（11/23）宇宙エレベーターロボット競技会東北大会（11/23）光のフュージョン点灯式（11/23）光のフュージョン点灯式（11/23）

ＹＭＣ定期演奏会（11/23）ＹＭＣ定期演奏会（11/23）

YAMAChu 事業報告会（12/6）YAMAChu 事業報告会（12/6） ブラインドサッカー体験会（12/2）
女子日本代表 鈴木里佳 選手
ブラインドサッカー体験会（12/2）
女子日本代表 鈴木里佳 選手

日
SUN

月
MON

火
TUE

水
WED

木
THU

金
FRI

土
SAT

※乳幼児健康診査は、個人通知
をしませんので、日時・会場
をお確かめの上、おいでくだ
さい。（ただし、2 歳児歯科健
診と３歳児健診は除く）

※アンケート・母子手帳・バス
タオル・その他必要に応じて
着替えやおむつ等を持参して
ください。

※アンケート用紙はすくすく
ノートにつづられています。

問健康対策課 ☎73-2124

今月の

注意事項  ▼

乳幼児健康診査等に
ついて

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

8 ㊋

日 健　診　等 対　象 内　容

７か月児健診 H30 年 5 月生まれの
お子さん

身体測定・診察・育児相談・離乳食相談
ブックスタート

３歳児健診 H27 年 11 月生まれの
お子さん

身体測定・内科、歯科診察・目、耳の検査・
尿検査・育児相談・幼児栄養相談

離乳食教室（初期） 生後3～６か月までの
乳児の養育者

離乳食の進め方、与え方
※事前に要予約（前日まで厳守）9 ㊌

４か月児健診 H30 年 9 月生まれの
お子さん 身体測定・診察・育児相談・離乳食相談17 ㊍

１歳６か月児健診 H29 年 6 月生まれの
お子さん

身体測定・内科、歯科診察・育児一般相談・
幼児栄養相談22 ㊋

24 ㊍

6 77

5

98 1010 1111 1212

13 14 1515 16 17 1818 19

2020 21 2622 23

27 28 2929 3030 3131

24 25

4321

３歳児健診
（湯沢雄勝広域交流センター）
受付時間　13:00～13:30

乳幼１歳６か月児健診
（湯沢雄勝広域交流センター）
受付時間　13:00～13:30

乳幼

７か月児健診
（市役所本庁舎 2 階）
受付時間　13:00～13:30

乳幼 離乳食教室（初期）※要予約
（湯沢雄勝広域交流センター）
受付時間　13:10～13:25

乳幼

４か月児健診
（市役所本庁舎 2 階）
受付時間　13:00～13:30

乳幼

図書館職員によるおはなし会
（雄勝図書館 児童コーナー）
10:00 ～

読

おはなしボランティア
　　「みんなの森」による

　おはなし会
（湯沢図書館 児童室）
10:30 ～

読

■ほっとサロン（稲川・雄勝）

■ほっとサロン（雄勝）■ほっとサロン（皆瀬）

■ほっとサロン（湯沢）

1/23
　秋田県醗酵工業㈱

13:00 ～ 14:00
　柴田工事調査㈱

14:45 ～ 16:00

1/28
　㈱高瀬電設 湯沢工場

10:00 ～ 11:30
　雄勝中央病院　13:30 ～ 16:00

献
血
受
付
時
間

高橋歯科クリニック 　
☎62-1418歯

芳賀歯科医院 　
☎73-8148歯 荘司歯科医院 　

☎62-5126歯 田尻歯科医院 　
☎72-1288歯

カレンダーは、広報紙から
取り外してご利用できます。

祝祭日救急歯科当番医
診療時間　9：00 ～ 12：00
◎当番医は変更になることがあ
りますので、電話で確認して
から受診してください。

◎問い合わせはカレンダー記載
の各病院へ

歯

献　血
問健康対策課☎73-2124

献

乳幼児健康診査等乳幼
問健康対策課☎73-2124

おはなし会・読み聞かせなど
※絵本の読み聞かせや手遊びなど、
小さなお子さんも楽しめます。
　ご家族みなさんでどうぞ !!

問湯沢図書館　☎73-3040
雄勝図書館　☎52-5387
稲川カルチャーセンター
　　　　　　☎78-5557

読

おはなしの会
　　「ひまわり」による
　　　　　　　　おはなし会

（稲川カルチャーセンター）
10:00 ～ 11:00

読

■開催場所や時間など
※事前に予約が必要な場合もありま
すので、ご注意ください。

※問い合わせ先は本ページ左側を
参照してください。

■種別（本ページ左側に記載）

カレンダーの見方 14
離乳食教室（初期）※要予約

（湯沢雄勝広域交流センター）
受付時間　13:10～13:25

乳幼

■ほっとサロン（雄勝）

■こころの健康相談会（要予約）

■ほっとサロン
開催時間　13：00 ～ 15：00

会場
　湯沢：湯沢勤労青少年ホーム
　　　　（喫茶室）
　稲川：稲川庁舎 1 階ロビー
　雄勝：雄勝文化会館ふるさと
　　　　ホール
　皆瀬：皆瀬庁舎 1 階会議室 健康対策課保健推進班☎56-8020

■こころの健康相談会
1/11　市役所本庁舎 3階

ほっとサロン、
こころの健康相談会の問い合わせ

広報紙の表紙をお子さんの写真に
差し替えてプレゼント！

あなただけの「広報ゆざわコネクト」

世界にひとつだけ！

※詳しくは本紙 2８ページ
をご覧ください。

秋田県醗酵工業㈱
柴田工事調査㈱献
※受付時間は左ページの下部に記載

㈱高瀬電設 湯沢工場
雄勝中央病院献
※受付時間は本ページの下部に記載
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YAMAChu 事業報告会（12/6）YAMAChu 事業報告会（12/6） ブラインドサッカー体験会（12/2）
女子日本代表 鈴木里佳 選手
ブラインドサッカー体験会（12/2）
女子日本代表 鈴木里佳 選手

日
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※乳幼児健康診査は、個人通知
をしませんので、日時・会場
をお確かめの上、おいでくだ
さい。（ただし、2 歳児歯科健
診と３歳児健診は除く）

※アンケート・母子手帳・バス
タオル・その他必要に応じて
着替えやおむつ等を持参して
ください。

※アンケート用紙はすくすく
ノートにつづられています。

問健康対策課 ☎73-2124

今月の

注意事項  ▼

乳幼児健康診査等に
ついて

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

8 ㊋

日 健　診　等 対　象 内　容

７か月児健診 H30 年 5 月生まれの
お子さん

身体測定・診察・育児相談・離乳食相談
ブックスタート

３歳児健診 H27 年 11 月生まれの
お子さん

身体測定・内科、歯科診察・目、耳の検査・
尿検査・育児相談・幼児栄養相談

離乳食教室（初期） 生後3～６か月までの
乳児の養育者

離乳食の進め方、与え方
※事前に要予約（前日まで厳守）9 ㊌

４か月児健診 H30 年 9 月生まれの
お子さん 身体測定・診察・育児相談・離乳食相談17 ㊍

１歳６か月児健診 H29 年 6 月生まれの
お子さん

身体測定・内科、歯科診察・育児一般相談・
幼児栄養相談22 ㊋

24 ㊍
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３歳児健診
（湯沢雄勝広域交流センター）
受付時間　13:00～13:30

乳幼１歳６か月児健診
（湯沢雄勝広域交流センター）
受付時間　13:00～13:30

乳幼

７か月児健診
（市役所本庁舎 2 階）
受付時間　13:00～13:30

乳幼 離乳食教室（初期）※要予約
（湯沢雄勝広域交流センター）
受付時間　13:10～13:25

乳幼

４か月児健診
（市役所本庁舎 2 階）
受付時間　13:00～13:30

乳幼

図書館職員によるおはなし会
（雄勝図書館 児童コーナー）
10:00 ～

読

おはなしボランティア
　　「みんなの森」による

　おはなし会
（湯沢図書館 児童室）
10:30 ～

読

■ほっとサロン（稲川・雄勝）

■ほっとサロン（雄勝）■ほっとサロン（皆瀬）

■ほっとサロン（湯沢）

1/23
　秋田県醗酵工業㈱

13:00 ～ 14:00
　柴田工事調査㈱

14:45 ～ 16:00

1/28
　㈱高瀬電設 湯沢工場

10:00 ～ 11:30
　雄勝中央病院　13:30 ～ 16:00

献
血
受
付
時
間

高橋歯科クリニック 　
☎62-1418歯

芳賀歯科医院 　
☎73-8148歯 荘司歯科医院 　

☎62-5126歯 田尻歯科医院 　
☎72-1288歯

カレンダーは、広報紙から
取り外してご利用できます。

祝祭日救急歯科当番医
診療時間　9：00 ～ 12：00
◎当番医は変更になることがあ
りますので、電話で確認して
から受診してください。
◎問い合わせはカレンダー記載
の各病院へ

歯

献　血
問健康対策課☎73-2124

献

乳幼児健康診査等乳幼
問健康対策課☎73-2124

おはなし会・読み聞かせなど
※絵本の読み聞かせや手遊びなど、
小さなお子さんも楽しめます。
　ご家族みなさんでどうぞ !!

問湯沢図書館　☎73-3040
雄勝図書館　☎52-5387
稲川カルチャーセンター
　　　　　　☎78-5557

読

おはなしの会
　　「ひまわり」による
　　　　　　　　おはなし会

（稲川カルチャーセンター）
10:00 ～ 11:00

読

■開催場所や時間など
※事前に予約が必要な場合もありま
すので、ご注意ください。

※問い合わせ先は本ページ左側を
参照してください。

■種別（本ページ左側に記載）

カレンダーの見方 14
離乳食教室（初期）※要予約

（湯沢雄勝広域交流センター）
受付時間　13:10～13:25

乳幼

■ほっとサロン（雄勝）

■こころの健康相談会（要予約）

■ほっとサロン
開催時間　13：00 ～ 15：00

会場
　湯沢：湯沢勤労青少年ホーム
　　　　（喫茶室）
　稲川：稲川庁舎 1 階ロビー
　雄勝：雄勝文化会館ふるさと
　　　　ホール
　皆瀬：皆瀬庁舎 1 階会議室 健康対策課保健推進班☎56-8020

■こころの健康相談会
1/11　市役所本庁舎 3階

ほっとサロン、
こころの健康相談会の問い合わせ

広報紙の表紙をお子さんの写真に
差し替えてプレゼント！

あなただけの「広報ゆざわコネクト」

世界にひとつだけ！

※詳しくは本紙 2８ページ
をご覧ください。

秋田県醗酵工業㈱
柴田工事調査㈱献
※受付時間は左ページの下部に記載

㈱高瀬電設 湯沢工場
雄勝中央病院献
※受付時間は本ページの下部に記載
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市からのお知らせ／ジオパーク・音楽のまち ゆざわ

■日　時　１月６日（日）午後 2 時開演
■会　場　市役所本庁舎 1 階市民ロビー　
■入場料　無料

1月の

祝！ジオガイド認定！

　今年度のガイド養成講座を修了し、ガイド認定試験に合格した５人

が、新たにゆざわジオパークガイドに認定されました。ゆざわジオパー

クでは認定に至るまでの講座を通して、大地や動植物、人間の関係性

を学び、誇りを持って地域を語れるガイドを養成しています。今年は

最年少ガイドとなった小学生をはじめ、幅広い年代の方にジオパーク

の魅力を知ってもらえたように感じています。今後はスキルアップ講

座などを通して、ガイドの技術や知識をさらに身に付け、ゆざわジオ

パークの語り部として活躍してくれることを期待しています。

　ゆざわジオパークを見学する上で、ジオ
ガイドは欠かすことのできない存在です。
そのジオサイトの説明はもちろん、裏側に
隠されたストーリーについても細かく説明
してくれ、利用者の「なぜ？」にきっと答
えてくれるかと思います。ゆざわジオパー
クをより一層楽しむためにジオガイドを利
用してみませんか？ツアーの見学場所や行
程などの相談にも乗ってくれます。お問い
合わせは、ゆざわジオパークガイドの会（☎
56-6226：湯沢駅観光案内施設）まで。

湯沢市ジオパーク推進協議会
（観光・ジオパーク推進課ジオパーク推進班内）
TEL：55-8195　FAX：79-5057
E-mail：geopark@city.yuzawa.lg.jp
URL：http://www.yuzawageopark.com　

問い合わせ

▲ガイド認定検定の様子（高久真緒さん）

ゆざわジオパークの語り部

コラム

▼ガイド認定証授与式

湯沢・横手の若手演奏家による

ニュー・イヤー・コンサート♪

出

　演
（
写
真
左
か
ら
）

村
むら

　上
かみ

　　聖
せいら

大
おお

　場
ば

　美
み

　里
さと

佐
さ さ き

々木　康
こう

　平
へい

小
こ

　松
まつ

　　怜
れい

遠
えん

　田
だ

　一
かず

　雅
まさ

廣
ひろ

　田
た

　ちひろ

（湯沢高校出身）

（湯沢商工高校出身）

（湯沢高校出身）

（湯沢北高校出身）

（湯沢高校出身）

（横手城南高校出身）

Flute―

Clarinet―

Saxophone―

Fagotto―

Percussion―

Piano―

　新年あけましておめでとうご
ざいます。本年も音楽のまち“ゆ
ざわ ” が素敵な音楽で満たされ
ますよう願っています。「月イ
チ♪コンサート」はいろいろな
音楽ジャンルで開催しておりま
す。新しい音楽との出会いを見
つけられるかもしれません。ぜ
ひご来場ください。
　さて、1 月の月イチ♪コンサートは管・打楽器によるソロやア
ンサンブルの演奏会です。出演は湯沢・横手出身の音楽家 6 人で
す。「春の海」やフランセの「木管 4 重奏曲」など、聴きなじみ
のある曲を中心に演奏します。新年にふさわしい、若さあふれ
る音楽家の演奏会にぜひお越しください。

問音楽のまちゆざわ推進協議会事務局（生涯学習課社会教育文化班内☎ 73-2163　　otomachi.yuzawa@gmail.com）
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12
info

エスディージーズ

　国際社会が推進する持続可能な開発目標（SDGs）についてカード
ゲームで楽しくシンプルに理解できるワークショップを開催します。
講座を通じて「地域に住み続けられるまちづくり」を検討しましょう。

■日　時　2 月 3 日（日）　午後 1 時 30 分～
■場　所　市役所本庁舎　会議室 25・26
■講　師　京都産業大学 総合生命科学部 教授　佐

さ と う

藤賢
けんいち

一氏
　　　　　（NPO法人ハテナソン共創ラボ 代表）
■定　員　30 人程度
■申込み　1 月 18 日（金）まで、下記へ

問協働事業推進課魅力創造班（☎ 55-8274）

13
info 農業簿記研修会　

　市内の農業者を対象とした研修会を開催します。受講料は
無料ですので、この機会に農業簿記の基礎知識や複式簿記の
技術を習得しましょう。

日　時 内　容 場　所

1 月 17 日（木）
午後 1 時 30 分～午後 4 時

基礎編（農業簿記に関する基礎知識） 市役所本庁舎 会議室21・22

1 月 23 日（水）
午前 10 時～午後 4 時

パソコン簿記初級編（簿記ソフト『ソリマチ』の入門編）
※パソコンは主催者が用意します。

市役所本庁舎 会議室25・26

1 月 24 日（木）
午前 10 時～午後 4 時

パソコン簿記応用、実践編（実際に申告書類を作成）
※簿記ソフト『ソリマチ』の入ったパソコンと農業収支が分かる資料を

持参ください。
市役所本庁舎 会議室23・24

■定　員　各 20 人
■申込み　各開催日の 2 日前まで、下記へ

問湯沢市農業再生協議会事務局（農林課農業振興班☎ 72-0631）
※筆記用具を持参ください。

14
info

　毎回大好評の「冬休み子どもゆざわ学」と「インテ
ンシブ・イングリッシュ・デイ」を、この冬、合同で
開催します。ＡＬＴと一緒に英語を使いながら、湯沢
の文化や自然について楽
しく学んでみませんか。
　詳しくは、小学校から
配布されているチラシを
ご覧ください。

冬休み子どもゆざわ学 × インテンシブ・イングリッシュ・デイ

■日　時　１月 11 日（金）午前 9 時 30 分～午後 3 時
■場　所　高松地区センター、ジオスタ☆ゆざわ

（市役所本庁舎からの送迎バスがあります。）
■対　象　小学生

（低学年については親子での参加も可能です。）
■参加料　300 円（材料費）
■申込み　1 月 4 日（金）正午まで、下記へ

問生涯学習課社会教育文化班（☎73-2163）　

S DG s × ハテナソンワークショップデザイン講座
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

　

　
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で
、
相
談
し
て
み

講
座
・
講
習

15
info■

認
知
症

　知
り
隊
・
聞
き
隊
・
学

び
隊
教
室

　
認
知
症
と
い
う
病
気
と
そ
の
対
応
の
仕

■
市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

　

　
市
民
大
学
の
受
講
生
に
限
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

　
地
域
福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
教
養
講
座

で
す
。

▼
日

　時
…
1
月
16
日
㈬
午
前
10
時
～
11

時
30
分

▼
場

　所
…
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　

第
1
集
会
室

▼
演

　題
…
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て
」

▼
講

　師
…
福
祉
保
健
部
政
策
監
　
遠え

ん
ど
う藤

秀ひ
で
た
け剛

問
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
1
1

　
3
2
）

■
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室

（
第
3
期
）

　
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
！

▼
日

　時
…
1
月
7
日
㈪
、
21
日
㈪
、
2

月
4
日
㈪
、
18
日
㈪
、
3
月
4
日
㈪
、

11
日
㈪
（
全
6
回
）
／
午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分

▼
場

　所
…
総
合
体
育
館

▼
種

　目
…
卓
球
･
ビ
ニ
ー

ル
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど

▼
講

　師
…
三み

う
ら浦

敬け
い
き樹

さ
ん
（
健
康
運
動

指
導
士
）

▼
対

　象
…
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

（
高
校
生
を
除
く
）

▼
定

　員
…
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
…
全
6
回
1
0
0
0
円
（
保
険

料
含
む
）

▼
申
込
み
…
参
加
料
を
添
え
て
総
合
体
育

館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
当
日
申

込
も
可
）

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
（
☎
�

8
2
8
6
）

お
知
ら
せ

17
info

■
第
39
回
市
民
作
品
展
作
品
募
集

　

▼
展
示
期
間
…
2
月
23
日
㈯
～
3
月
4
日

㈪
正
午
ま
で

▼
会

　場
…
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
出
品
資
格
…
湯
沢
市
民
（
一
般
お
よ
び

小
・
中
学
生
）

▼
出
品
部
門
…
書
道
・
絵
画
・
写
真
・
彫

刻
・
陶
芸
・
手
芸
な
ど

▼
出
品
点
数
…
部
門
ご
と
に
1
人
1
点

▼
出
品
料
…
無
料

▼
申
込
み
…
1
月
31
日
㈭

ま
で
、
左
記
へ
（
期
日

厳
守
）

▼
作
品
の
搬
入
・
搬
出

　
・
搬
　
入
…
2
月
22
日
㈮
午
前
9
時
～

　
　
　
　
　
　
正
午

　
・
搬
　
出
…
3
月
4
日
㈪
午
後
1
時
～

　
　
　
　
　
　

9
時

問
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
1
1
　

　
3
2
）　

■
さ
さ
え
愛
懇
談
会

　

　
認
知
症
や
病
気
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
、
そ
の
支
援
者
が
集
い
、
お
互
い
の

悩
み
を
話
し
、
理
解
し
合
い
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

▼
日

　時
…
１
月
10
日
㈭
午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分

▼
場

　所
…
湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▼
講

　話
…
「
笑
顔
を
引
き
出
す
美
容
の

力
！
福
祉
美
容
あ
れ
こ
れ
」

▼
講

　師
…
村む

ら
ま
つ松
み
つ
子 

氏
（
ハ
ー
ト
フ

ル
美
容
室
　
訪
問
美
容
師
）

▼
参
加
費
…
5
0
0
円
（
講
話
後
の
懇
談

会
で
の
軽
食
代
）

▼
申
込
み
…
1
月
8
日
㈫
ま
で
、
左
記
へ

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
2
3

　
1
1
）

■
「
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
か
ら
の

お
知
ら
せ
」

　
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
申
請
日
か
ら
数
え
て

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
い

て
9
日
目
以
降
の
お
渡
し
と
な
り
ま
す
の

で
、
渡
航
日
程
な
ど
を
考
慮
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
パ
ス

ポ
ー
ト
窓
口
ま
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

方
な
ど
を
学
ぶ
た
め
の
教
室
で
す
。（
申

込
み
は
不
要
で
す
）

▼
日

　時
…
1
月
9
日
㈬
　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

▼
場

　所
…
市
役
所
本
庁
舎
2
階
　
会
議

室
21
・
22

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
2
3

　
1
1
）

ま
せ
ん
か
。

　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。相
談
は
無
料
、

完
全
予
約
制
で
す
の
で
希
望
す
る
方
は
左

記
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日

　時
…
1
月
11
日
㈮
／
午
前
11
時
、

午
後
1
時
、
2
時
、
3
時

▼
場

　所
…
市
役
所
本
庁
舎
　
会
議
室
34

問
健
康
対
策
課
保
健
推
進
班（
☎
�
8
0

　
2
0
）
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民
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学
一
般
教
養
講
座

　

　
市
民
大
学
の
受
講
生
に
限
ら
ず
、
ど
な

た
で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
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域
福
祉
や
ま
ち
づ
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な
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な
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づ
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を
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る
教
養
講
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で
す
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日
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で
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3
2
）

■
ニ
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ス
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ツ
体
験
教
室

（
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誰
で
も
気
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に
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し
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る
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リ
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を
通
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て
、
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も
体
も

リ
フ
レ
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シ
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ま
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う
！

▼
日
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、
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、
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全
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館
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ー
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ど
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…
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う
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き樹
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ん
（
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康
運
動
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士
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…
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在
住
の
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以
上
の
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（
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を
除
く
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▼
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30
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着
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1
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・
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・
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・
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・
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・
手
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な
ど

▼
出
品
点
数
…
部
門
ご
と
に
1
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1
点
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▼
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み
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1
月
31
日
㈭

ま
で
、
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記
へ
（
期
日

厳
守
）

▼
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の
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入
・
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出

　
・
搬
　
入
…
2
月
22
日
㈮
午
前
9
時
～

　
　
　
　
　
　
正
午

　
・
搬
　
出
…
3
月
4
日
㈪
午
後
1
時
～

　
　
　
　
　
　

9
時

問
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
1
1
　

　
3
2
）　

■
さ
さ
え
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会

　

　
認
知
症
や
病
気
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
、
そ
の
支
援
者
が
集
い
、
お
互
い
の

悩
み
を
話
し
、
理
解
し
合
い
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

▼
日

　時
…
１
月
10
日
㈭
午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分

▼
場

　所
…
湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▼
講

　話
…
「
笑
顔
を
引
き
出
す
美
容
の

力
！
福
祉
美
容
あ
れ
こ
れ
」

▼
講

　師
…
村む

ら
ま
つ松
み
つ
子 

氏
（
ハ
ー
ト
フ

ル
美
容
室
　
訪
問
美
容
師
）

▼
参
加
費
…
5
0
0
円
（
講
話
後
の
懇
談

会
で
の
軽
食
代
）

▼
申
込
み
…
1
月
8
日
㈫
ま
で
、
左
記
へ

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
2
3

　
1
1
）

■
「
パ
ス
ポ
ー
ト
窓
口
か
ら
の

お
知
ら
せ
」

　
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
申
請
日
か
ら
数
え
て

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
い

て
9
日
目
以
降
の
お
渡
し
と
な
り
ま
す
の

で
、
渡
航
日
程
な
ど
を
考
慮
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
パ
ス

ポ
ー
ト
窓
口
ま
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

方
な
ど
を
学
ぶ
た
め
の
教
室
で
す
。（
申

込
み
は
不
要
で
す
）

▼
日

　時
…
1
月
9
日
㈬
　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

▼
場

　所
…
市
役
所
本
庁
舎
2
階
　
会
議

室
21
・
22

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
2
3

　
1
1
）

ま
せ
ん
か
。

　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。相
談
は
無
料
、

完
全
予
約
制
で
す
の
で
希
望
す
る
方
は
左

記
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日

　時
…
1
月
11
日
㈮
／
午
前
11
時
、

午
後
1
時
、
2
時
、
3
時

▼
場

　所
…
市
役
所
本
庁
舎
　
会
議
室
34

問
健
康
対
策
課
保
健
推
進
班（
☎
�
8
0

　
2
0
）
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2019.01

■
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

　

　
平
成
31
・
32
年
度
（
2
カ
年
分
）
の
建

設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に

関
す
る
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　
・
市
内
業
者
…
1
月
15
日
㈫
～
1
月
31

日
㈭

　
・
市
外
業
者
…
2
月
1
日
㈮
～
2
月
28

日
㈭

▼
申
請
方
法

　
・
市
内
業
者
…
持
参

　
・
市
外
業
者
…
郵
送

※
申
請
様
式
や
申
請
方
法
、
そ
の
他
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
財
政
課
検
査
班
（
☎
�
8
2
7
7
）

■
年
金
相
談

　

▼
日

　時
…
1
月
9
日
㈬
、
16
日
㈬
、
23

日
㈬
、
30
日
㈬
／
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
1
時
～
3
時

▼
場

　所
…
湯
沢
商
工
会
議
所

▼
予
約
先
…
大
曲
年
金
事
務
所
（
☎
0
1

　
8
7
�
2
2
9
6
）

問
市
民
課
国
保
年
金
班（
☎
�
8
1
6
4
）

■
市
税
は
納
期
限
内
に納

め
ま
し
ょ
う

　
１
月
31
日
㈭
が
納
期
限
の
市
税
は
次
の

と
お
り
で
す
。

市
・
県
民
税

第
4
期

国
民
健
康
保
険
税

第
7
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替

を
お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
納
税
班
（
☎
�
2
1
1
8
）

■
夜
の
戸
籍
等
証
明
書
の
交
付

▼
日

　時
…
1
月
8
日
㈫
、
10
日
㈭
、
15

日
㈫
、
17
日
㈭
、
22
日
㈫
、
24
日
㈭
、

29
日
㈫
、
31
日
㈭
／
午
後
7
時
ま
で

▼
場

　所
…
市
役
所
本
庁
舎
市
民
課

問
市
民
課
住
民
班
（
☎
�
2
1
1
6
）

▼
取
扱
時
間
…
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時

▼
窓

　口
…
市
役
所
本
庁
舎
1
階
　
市
民

課
住
民
班

※
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
し
た
こ
と
が
あ
る

方
は
、
県
庁
へ
の
照
会
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
申
請
書
で

の
手
続
き
も
受
付
け
て
い
ま
す
。（
詳

し
く
は
外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
）

問
市
民
課
住
民
班
（
☎
�
2
1
1
6
）

ふ
応 援 大 使
る さ と

湯沢市鈴
木
市
長
が
平
成
20
年
８
月
に
立
ち

上
げ
た「
音
楽
の
ま
ち„
ゆ
ざ
わ
＂」。

私
も
関
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は

平
成
7
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　
当
時
、
湯
沢
高
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吹
奏
楽
部
顧
問
の
渡わ
た
な
べ部

清き
よ
し

先
生
が
理
事
長
を
務
め
て
い
た
湯
沢
雄

勝
吹
奏
楽
連
盟
か
ら
招
し
ょ
う
へ
い聘
さ
れ
、
市
内
の
吹

奏
楽
部
に
関
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
ご
縁
か
ら

大お
お
の野
多た

か

し
加
志
先
生
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
３
年

目
に
し
て
湯
沢
北
中
が
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
に
出
場
。そ
の
後
も
、北
中
・
南
中
・

須
川
中
と
、
大お
お
ぬ
ま沼

由よ
し
か
ず和

、
佐さ

と
う藤

久く

み

こ

美
子
、

藤ふ
じ
か
わ川
洋

ひ
ろ
し

各
先
生
の
下
で
相
次
い
で
全
国
大

会
に
出
場
。
南
中
合
唱
部
含
め
、
市
内
の
中

学
音
楽
部
活
動
の
盛
り
上
が
り
と
大
会
の
成

果
が
き
っ
か
け
と
な
り
「
音
楽
の
ま
ち„
ゆ

ざ
わ
＂」
の
宣
言
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
業
の
作
曲
で
は
、
湯
沢
市
民
歌
の
作
曲

と
い
う
名
誉
に
あ
ず
か
り
、
平
成
26
年
の
あ

き
た
国
民
文
化
祭
で
は
、吹
奏
楽
曲
新
作「
風

を
織
る
〜
吹
奏
楽
の
た
め
の
セ
レ
ナ
ー
ド
」

を
委
嘱
初
演
、
C
D
も
全
国
発
売
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
作
品
は
、
湯
沢
の
人
々
や
自
然

へ
捧
げ
る
思
い
を
込
め
て
作
曲
し
、
さ
ら
な

る
湯
沢
と
の
縁
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
「
風
を
織
る
」
は
、
今
年
度
の
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
山
口
県

桑く
わ
の
や
ま山
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏
し
た
こ
と
で

大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
同
中
学
校
の

吹
奏
楽
部
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
制
限
人
数
の

半
分
で
あ
る
25
人
な
が
ら
見
事
に
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　「
風
を
織
る
」
は
派
手
な
曲
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
大
編
成
や
大
音
量
」
で
は
な
く
「
音

色
や
音
楽
性
」
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
、
少

子
化
と
時
間
削
減
の
部
活
動
に
希
望
の
光
を

与
え
た
の
で
す
。
そ
れ
を
湯
沢
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
こ
の
作
品
を
通
し
て
日
本
中
に
証
明
で

き
た
こ
と
を
、
こ
の
上
な
く
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

鈴
す ず き

木  英
え い じ

史さん

作曲家　湯沢市民歌作曲
東京都出身
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18
info

灯油の
　流出事故に注意　

～起きてからでは遅い～

　
冬
は
灯
油
を
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

　
流
出
し
た
油
類
の
回
収
や
処
理
の
費
用
は
約
50
万
円
と

言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
費
用
は
事
故
の
場
合
で
あ
っ
て
も

個
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
事
故
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
で
起
こ
り
ま
す
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
灯
油
の
取
扱
い

や
設
備
類
の
点
検
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
油
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
ま
た
は
発

見
し
た
場
合
は
市
役
所
や
消
防
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
灯
油
を
小
分
け
す
る
と
き
は

絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

▽
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
ボ
イ
ラ
ー
を
交
換
す
る
と
き
は
、
配

管
も
交
換
す
る
。

▽
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
除
雪
に
よ
る
給
油
管
破
損
や
ホ
ー

ス
脱
落
に
注
意
す
る
。

▽
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
、
雪
囲
い
や
目
印

を
立
て
る
。

▽
配
管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
は
定
期
的
に
点
検
す
る
。

問
く
ら
し
の
相
談
課
生
活
環
境
班
（
☎
�
8
0
6
9
）

油
流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
心
掛
け

問福祉課地域福祉班（☎ 73-2122）

19
info

「災害救援車」が

寄贈されました　

　災害時の避難所対応や被災者支援に活用してほしいと、
日本赤十字社秋田県支部から軽自動車１台が寄贈されま
した。市では、災害対応のほかさまざまな福祉活動に活
用する予定です。

▲日本赤十字社秋田県支部 事務局長 梅
う め い

井一
かずひこ

彦さん（写真左）

20
info 南こうせつ コンサート

～あなたの街へ～

▷湯沢文化会館チケット販売　［Ｓ席］1 月 12 日（土）午前 9 時～
　　　　　　　　　　　　　　［Ａ席］2 月 9 日（土）午前 9 時～
▷他プレイガイド　ローソン、チケットぴあ、イープラス

■日　時　4 月 6 日 ( 土 )　午後 5 時開演（午後 4 時 30 分開場）
■会　場　湯沢文化会館　大ホール
■料　金　Ｓ席 6,500 円　Ａ席 5,000 円

問湯沢文化会館（☎ 72-2121）※休館日：月曜日、祭日の翌日
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　みなさん、こんにちは！
　ゆざわPR隊のあじゃりです。
　みなさんは、市役所のそばに、和小物
を飾っているお店があるのを、ご存知で
すか？😊😊
　秘密にするのは、もったいないので、
教えちゃいます。😃😃
　そこは、『いろは』さんです！！
　うどんエキスポの時は、スペシャル
バージョンで公開されていたので、見に
いかれた方もいらっしゃるかもしれませんね。(* ﾟ∀ﾟ)
　写真は、うどんエキスポの時のものなので、今とどう違
うのか、実際に足を運んでみてはいかがですか？
　のれんが内側にありますが、そっと引き戸を引いてみて
下さい。
　もし、引き戸が開けば、その先には素敵な和小物達と奥
様の後藤さんが、出迎えてくれるはず！♪ヽ (´▽｀)/

『いろは』
湯沢市佐竹町3-32（☎73-2088）※お店は営業していないので、食事は出来ません

　ゆざわPR隊が掘り起こした湯沢の
魅力の中には、湯沢市民でも「へぇ
～こんなものが湯沢にあったんだ～」
と思うネタもありますよ。湯沢にひっ
そり潜んでいた魅力に、あなたも心
を動かされるはず！ちょっとご紹介
します。

ゆざわPR隊Facebook
はこちらからどうぞ。

ゆざわＰＲ隊の「こんたなあるんし」

秘密の場所、教えちゃいます♪

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

■交際費報告

項　　目
11月分

内　訳 件数・個数 金額（円）

祝金及び寸志 湯沢北部地区敬老会への御祝（清酒２
升） 1 3,500 

会 　 　 費 ファーメンテーターズ・ウィーク
2018発酵晩餐会会費ほか 15 94,000 

弔 慰 金 等 香典ほか 5 80,000 

見　 舞　 金 0 0 

協　 賛　 費 第42回秋田県菊花展示大会への協賛 1 6,480 

接 　 　 遇 第２回水曜会会費 1 3,000 

合　　計 23 186,980 

1日（木） 秋田県南高規格幹線道路建設促進期成同盟会ほか合同要望会
（東京都）

2日（金） 地域おこし協力隊委嘱状交付式、秋田県南地域市議会議員研修
会・懇談会

4日（日） 湯沢市まちづくり人材育成セミナー、第8回歌と踊りのチャリ
ティー公演inゆざわ

5日（月） 地域自治組織支援職員研修会、県南町村等監査委員協議会総会・
懇親会

6日（火） 国道398号湯浜・小安街道道路整備推進協議会要望会（仙台市）、
幡野地区自治協議会市長との対話集会

8日（木） 雄勝野づくり講演会、ファーメンテーターズ・ウィーク2018
発酵晩餐会

9日（金） 安全・安心の道づくりを求める全国大会（東京都）

11日（日） 第17回ふるさと山田会（東京都）

12日（月） 100歳長寿祝金贈呈式、秋ノ宮地域づくり協議会市長との対話
集会

13日（火） 湯沢雄勝広域市町村圏組合管理者会、第２回秋田県・市町村協
働政策会議総会（秋田市）、秋田県知事と市町村長との行政懇談
会（秋田市）

14日（水） 第２回水曜会

15日（木） 第1回公共施設マネジメント市民会議委員委嘱状交付式、農業
委員と市長との農政懇談会

16日（金） 中学生の「税についての作文」入選者表彰式、湯沢商工会議所
創立30周年記念式典・祝賀会

17日（土） 社会福祉法人なごみ会地域公開研修会・懇親会

19日（月） 市議会全員協議会、冬期間雪水害対策会議

20日（火） 湯沢市除雪事業安全祈願祭・出動式、湯沢駅西地区市長との対
話集会

21日（水） 第42回我々の健康を求める集い

22日（木） 議会運営委員会、湯沢市女性活躍推進フォーラム

23日（金） 第6回宇宙エレベーターロボット競技会東北大会、第2回ゆざ
わジークブルガー通り光のフュージョン点灯式、ＪＲ湯沢駅ゆ
ざわ光のフュージョン点灯式

25日（日） 湯沢南中学校創立50周年記念式典・祝賀会、湯沢山岳会結成
60周年記念式典・祝賀会

26日（月） 故菅義雄氏（元雄勝町長）葬儀、湯沢市流雪溝利用組合連合会
通常総会、ゆざわジオパークガイド認定式

27日（火） 総合教育会議、定例記者会見、湯沢雄勝広域市町村圏組合議会
全員協議会、湯沢雄勝広域市町村圏組合議会

28日（水） 市議会12月定例会本会議

29日（木） 湯沢ロータリークラブ定例会、ゆざわ熱電プロジェクト2018
懇親会

30日（金） 市議会12月定例会本会議、湯沢市役所職員労働組合第15回定
期大会、第9回こまちイブニングサロン

市長日誌（11月）
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情報掲示板／消費生活センターだより・国民健康保険からのお知らせ

心配なとき、困ったときは、早めに相談を！

消費生活に関するご相談、出前講座のご依頼は

問湯沢市消費生活センター
　（くらしの相談課内☎72-0874）
　受付時間（平日）　午前8時30分～午後5時

消費生活センターだより

国民健康保険
からの

お 知 ら せ

○

×

健康保険が使える場合

医師や柔道整復師に、外傷性の原因によるものと診断され

て施術を受けたとき

■捻挫（くじく・ひねる）

■打撲（打ち身）

■挫傷（肉離れなど）

■骨折、脱臼の応急手当（応急手当てを除いて、医師の同

意が必要）

健康保険が使えない場合

■日常生活からくる疲れや肩こり

■加齢からの痛み（五十肩・腰痛）

■スポーツによる筋肉疲労・筋肉痛

■病気が原因の痛みやこり

■脳疾患後遺症などの慢性病、リウマチ・関節炎等の神経

性疼痛

■症状の改善が見られない長期の施術

■病院などで同じけがを治療中の場合

■仕事中や通勤途中のけがで、労災保険が適用となるもの

整骨院・接骨院での施術には、健康保険が使えるものと使えないものがあります。

柔道整復（整骨院 ・接骨院）の適正受診について

　施術を受けるときは、「いつ、どこで、何をして、どんな
症状か」を正確に伝えて、健康保険が使えるか相談してく
ださい。

負傷原因をはっきり伝えましょう

　療養費支給申請書は、柔道整復師が患者に代わって治療
費を健康保険に請求するために必要な書類です。委任欄に
署名するときは、「傷病名、日数、金額」をよく確認してく
ださい。白紙の用紙に署名したり、印鑑を渡したりしない
でください。

療養費支給申請書は、必ず自分で署名または捺印しましょう

　施術を受けたら、「負傷部位、施術内容、施術年月日」を
記録し、領収証を保管してください。

治療記録、 領収証は必ず保管してください。

※健康保険が使えない施術は、
全額自己負担となります。

　自宅に「重要」と書かれた封書が届き、
開けてみると、法務省をかたり「総合消費
料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」と
題するＡ４サイズの通知が１枚入っていた
という相談が急増しています。

　今後も同様の不審電話や封書などが届く可能性があります。不審電話が来たら、
個人情報は絶対に答えず、すぐに電話を切ってください。また、封書やはがきが
届いても、記載された連絡先に電話したり、指示に従ってお金を支払ったりしな
いで無視してください。

　支払い義務があるかどうか判断できない場合や心配なときは、ご相談ください。

などとの記載がありました。

文面には ▷利用していた契約会社または運営会社側から訴状が提出された

▷連絡がない場合、給料や不動産などを強制的に差し押さえる

▷裁判の取り下げに関しては、至急当局にお問い合わせください

封書による「架空請求」は

無視してください！

問市民課国保年金班（☎55-8164）
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情報掲示板／消費生活センターだより・国民健康保険からのお知らせ

心配なとき、困ったときは、早めに相談を！

消費生活に関するご相談、出前講座のご依頼は

問湯沢市消費生活センター
　（くらしの相談課内☎72-0874）
　受付時間（平日）　午前8時30分～午後5時

消費生活センターだより

国民健康保険
からの

お 知 ら せ

○

×

健康保険が使える場合

医師や柔道整復師に、外傷性の原因によるものと診断され

て施術を受けたとき

■捻挫（くじく・ひねる）

■打撲（打ち身）

■挫傷（肉離れなど）

■骨折、脱臼の応急手当（応急手当てを除いて、医師の同

意が必要）

健康保険が使えない場合

■日常生活からくる疲れや肩こり

■加齢からの痛み（五十肩・腰痛）

■スポーツによる筋肉疲労・筋肉痛

■病気が原因の痛みやこり

■脳疾患後遺症などの慢性病、リウマチ・関節炎等の神経

性疼痛

■症状の改善が見られない長期の施術

■病院などで同じけがを治療中の場合

■仕事中や通勤途中のけがで、労災保険が適用となるもの

整骨院・接骨院での施術には、健康保険が使えるものと使えないものがあります。

柔道整復（整骨院 ・接骨院）の適正受診について

　施術を受けるときは、「いつ、どこで、何をして、どんな
症状か」を正確に伝えて、健康保険が使えるか相談してく
ださい。

負傷原因をはっきり伝えましょう

　療養費支給申請書は、柔道整復師が患者に代わって治療
費を健康保険に請求するために必要な書類です。委任欄に
署名するときは、「傷病名、日数、金額」をよく確認してく
ださい。白紙の用紙に署名したり、印鑑を渡したりしない
でください。

療養費支給申請書は、必ず自分で署名または捺印しましょう

　施術を受けたら、「負傷部位、施術内容、施術年月日」を
記録し、領収証を保管してください。

治療記録、 領収証は必ず保管してください。

※健康保険が使えない施術は、
全額自己負担となります。

　自宅に「重要」と書かれた封書が届き、
開けてみると、法務省をかたり「総合消費
料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」と
題するＡ４サイズの通知が１枚入っていた
という相談が急増しています。

　今後も同様の不審電話や封書などが届く可能性があります。不審電話が来たら、
個人情報は絶対に答えず、すぐに電話を切ってください。また、封書やはがきが
届いても、記載された連絡先に電話したり、指示に従ってお金を支払ったりしな
いで無視してください。

　支払い義務があるかどうか判断できない場合や心配なときは、ご相談ください。

などとの記載がありました。

文面には ▷利用していた契約会社または運営会社側から訴状が提出された

▷連絡がない場合、給料や不動産などを強制的に差し押さえる

▷裁判の取り下げに関しては、至急当局にお問い合わせください

封書による「架空請求」は

無視してください！

問市民課国保年金班（☎55-8164）
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▼
日
時
…
1
月
27
日
㈰
／
午
前
9
時

～
正
午
　
▼
場
所
…
湯
沢
雄
勝
広
域

消
防
本
部
3
階
会
議
室
　
▼
申
込
み

…
電
話
に
て
左
記
へ

※
受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

の
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

問
湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
署
救
急
班

（
☎
�
3
1
5
1
）

　
道
路
、
年
金
、
医
療
保
険
、
福
祉

な
ど
行
政
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
つ

い
て
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
１
月
16
日
㈬
／
午
前
10
時

～
正
午
　
▼
場
所
…
市
役
所
本
庁
舎

▼
期
間
…
2
月
15
日
㈮
～
５
月
14
日

㈫
／
午
前
9
時
～
午
後
3
時
50
分
　

▼
場
所
…
㈱
し
す
て
む
工
房
（
横
手

市
）　
▼
訓
練
内
容
…
ワ
ー
プ
ロ
・

表
計
算
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ

フ
ト
の
操
作
な
ど
　
▼
定
員
…
15
人

（
面
接
な
ど
に
よ
り
選
考
）　
▼
募
集

期
限
…
１
月
22
日
㈫
　
※
テ
キ
ス
ト

代
等
は
自
己
負
担
　
▼
応
募
資
格
…

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
み
の
方

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢（
☎
�
6
1

1
7
）

　
市
役
所
本
庁
舎
に
あ
る
北
都
銀
行

湯
沢
支
店
の
派
出
所
が
、
そ
の
業
務

や
規
模
を
拡
張
し
、
１
月
15
日
㈫
か

ら
「
湯
沢
市
役
所
出
張
所
」
と
な
り

ま
す
。
出
張
所
の
開
設
以
降
は
、
営

業
時
間
が
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

3
時
ま
で
に
延
長
さ
れ
、
窓
口
で
即

時
に
入
出
金
が
で
き
る
な
ど
利
便
性

が
向
上
し
ま
す
。

問
北
都
銀
行
営
業
推
進
部
（
☎
0
1

8
‐
8
3
7
‐
1
7
5
7
）

①
建
設
工
事
等
…
平
成
31
・
32
年
度

に
発
注
す
る
建
設
工
事
等

②
物
品
購
入
等
…
平
成
31
・
32
年
度

に
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
、
製
造

の
請
負
、
修
繕
、
改
造
、
物
品
の
売

払
い
お
よ
び
役
務
の
提
供
　

▼
受
付
期
間
…
１
月
21
日
㈪
～
３
月

15
日
㈮
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
　

▼
申
請
方
法
…
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町

村
圏
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
　
▼
有
効
期
間
…
平
成

31
・
32
年
度
の
2
カ
年

問
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
総

務
財
政
課
総
務
班（
☎
�
9
6
9
1
）

　
健
康
の
保
持
や
増
進
を
目
的
と
し

た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
み
ん
な
で

楽
し
く
心
と
体
を
健
康
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
日
時
…
1
月
21
日
㈪
、
2
月
4
日

㈪
、
2
月
18
日
㈪
／
午
後
1
時
30
分

～
2
時
30
分
　
▼
場
所
…
稲
川
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…
ス
ト

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な

ど
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
税
額
な
ど

成
人
に
対
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
ん
だ
普

通
救
命
講
習
会
（
受
講
料
無
料
）

行
政
相
談
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

求
職
者
支
援
訓
練
（
受
講
料
無
料
）

北
都
銀
行
「
湯
沢
市
役
所
出
張
所
」

開
設

湯
沢
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

元
気
ア
ッ
プ
運
動
教
室（
参
加
無
料
）

確
定
申
告
書
の
作
成
に
は
、
便
利
な

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

3月号の掲載情報の締め切り日
1月21日（月）

情 報
掲示板

レ
ッ
チ
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
有

酸
素
運
動
ほ
か
　
▼
対
象
…
40
歳
以

上
　
▼
指
導
者
…
古ふ

る
か
わ川
勉

つ
と
む

氏
（
湯

沢
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
）　
▼
持

ち
物
…
内
ズ
ッ
ク
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
な
ど

問
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
　

中
田
（
☎
0
1
8
‐
8
6
4
‐
6
2

2
5
）

１
階
相
談
室
16
／
稲
川
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
室
／
皆
瀬
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
　

▽
日
時
…
１
月
17
日
㈭
／
午
前
10
時

～
正
午
　
▽
場
所
…
雄
勝
文
化
会
館

ふ
る
さ
と
ホ
ー
ル

問
秋
田
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
0
1
8
‐
8
2
4
‐
1
4

2
6
）

が
正
し
く
計
算
さ
れ
、
計
算
誤
り
の

な
い
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な

ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
確
定

申
告
書
は
、
自
宅
で
作
成
し
e
‐

T
a
x
（
電
子
申
告
）
で
の
申
告
が

便
利
で
す
。
ま
た
、
印
刷
し
て
「
書

面
」で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
湯
沢
税
務
署
で
の
平
成
30

年
度
分
確
定
申
告
は
、
2
月
18
日
㈪

か
ら
と
な
り
ま
す
。

問
湯
沢
税
務
署
（
☎
�
5
1
0
0
）

講
座
・
講
習

相

　談

お
知
ら
せ
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おくやみ／こんにちわあかちゃん・クラウドソーシング

こんにちわ

※希望者のみ掲載しています。■11月1日～ 11月30日届け出分まで

氏　名 お誕生日 ご両親 行政区

沓澤　蒼
そ う ま

真くん 10月24日 翔平さん 知香さん 八面２

■稲川地域

氏　名 お誕生日 ご両親 行政区

高橋　叶
の あ

愛ちゃん 10月28日 裕也さん 愛美さん 清水町第二の二

川嶋　さなちゃん 10月30日 晋平さん 菜生子さん 下倉内

丹　瑛
え ま

愛ちゃん 11月1日 成悠さん 初音さん 堂ヶ沢

高橋　康
こう

くん 11月4日 大樹さん 愛さん 両神

鈴木　崇
たかあき

文くん 11月6日 宏幸さん 久恵さん 南台

太田　紗
さ よ

代ちゃん 11月7日 雅貴さん 暁子さん 御嶽町第一

鈴木　千
ち は や

颯ちゃん 11月9日 義昇さん 栞さん 上関

岡田　望
み す ず

鈴ちゃん 11月16日 哲也さん 千絵さん 大工町第二

高久　晃
こ う

宇くん 11月18日 満さん 美佳さん 上倉内

伊藤　鈴
れ い

衣ちゃん 11月20日 浩介さん 美幸さん 光陽台

青木　彩
さ ち か

知佳ちゃん 11月21日 真一さん 真知子さん 元清水第三

■湯沢地域

※「こんにちわ」は、正しくは「こんにちは」ですが、広報ゆざわ「コネクト」
のコンセプトとして「市民の『輪』をつくっていきたい」との思いか
ら、本コーナーでは「わ」を使用し、「こんにちわ」としています。

問 協働事業推進課協働のまちづくり班
　 ☎ 55-8249
　 　  koho@city.yuzawa.lg.jp

　お子さんの写真（電子データも含む）を提供い
ただいた方に、表紙の写真を差し替えた「広報ゆ
ざわコネクト」をプレゼントします。

■対象者
1 歳になるまでの赤ちゃん

※申込みは、写真に「氏名」「住所」「電話番号」「お子
さんの名前・生年月日」「メッセージ（希望者のみ）」「必
要部数」を添付してください。

※写真等は返却しません。

広報紙の表紙をお子さんの写真に
差し替えてプレゼント！

あなただけの「広報ゆざわコネクト」

世界にひとつだけ！

※画像は実際にプレゼントされたものです。

はじめよう！クラウドソーシング！

問湯沢市クラウドソーシング導入支援事業運営事務局
　（湯沢市大町 1-1-16、T-Solutions 株式会社内☎ 56-9250、

URL：http://yuzawa-cs.com）、または商工課商工労政班
（☎ 55-8186）

～  はじめよう  在宅副業生活！ ～
クラウドソーシング活用セミナー 参加費

　無料！
■日　時　2 月 21 日（木）午後 2 時～ 3 時 30 分

■場　所　市役所本庁舎　会議室 21・22

■内　容　・副業の現状
・クラウドソーシングの概要
・ワーカー事例紹介
・お仕事を受託するためのポイント
・在宅ワーカー募集案内

※要予約。事前に下記へお申し込みの上、ご参加ください。

　毎月少しでも副収入を得たい、在宅ワークに興味があるけ
ど不安がある、すでに在宅ワーカーとして働いているけどう
まく報酬を得られていないなど、副業としての在宅ワークに
興味や疑問がある方も多いと思います。本セミナーでは、時
間や場所にとらわれない「クラウドソーシング（インターネッ
トを活用した仕事の受発注サービス）」を活用したパソコン
を使っての在宅での働き方について、概要や事例紹介、報酬
を得るためのポイントをわかりやすく解説します。
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おくやみ／こんにちわあかちゃん・クラウドソーシング

こんにちわ

※希望者のみ掲載しています。■11月1日～ 11月30日届け出分まで

氏　名 お誕生日 ご両親 行政区

沓澤　蒼
そ う ま

真くん 10月24日 翔平さん 知香さん 八面２

■稲川地域

氏　名 お誕生日 ご両親 行政区

高橋　叶
の あ

愛ちゃん 10月28日 裕也さん 愛美さん 清水町第二の二

川嶋　さなちゃん 10月30日 晋平さん 菜生子さん 下倉内

丹　瑛
え ま

愛ちゃん 11月1日 成悠さん 初音さん 堂ヶ沢

高橋　康
こう

くん 11月4日 大樹さん 愛さん 両神

鈴木　崇
たかあき

文くん 11月6日 宏幸さん 久恵さん 南台

太田　紗
さ よ

代ちゃん 11月7日 雅貴さん 暁子さん 御嶽町第一

鈴木　千
ち は や

颯ちゃん 11月9日 義昇さん 栞さん 上関

岡田　望
み す ず

鈴ちゃん 11月16日 哲也さん 千絵さん 大工町第二

高久　晃
こ う

宇くん 11月18日 満さん 美佳さん 上倉内

伊藤　鈴
れ い

衣ちゃん 11月20日 浩介さん 美幸さん 光陽台

青木　彩
さ ち か

知佳ちゃん 11月21日 真一さん 真知子さん 元清水第三

■湯沢地域

※「こんにちわ」は、正しくは「こんにちは」ですが、広報ゆざわ「コネクト」
のコンセプトとして「市民の『輪』をつくっていきたい」との思いか
ら、本コーナーでは「わ」を使用し、「こんにちわ」としています。

問 協働事業推進課協働のまちづくり班
　 ☎ 55-8249
　 　  koho@city.yuzawa.lg.jp

　お子さんの写真（電子データも含む）を提供い
ただいた方に、表紙の写真を差し替えた「広報ゆ
ざわコネクト」をプレゼントします。

■対象者
1 歳になるまでの赤ちゃん

※申込みは、写真に「氏名」「住所」「電話番号」「お子
さんの名前・生年月日」「メッセージ（希望者のみ）」「必
要部数」を添付してください。

※写真等は返却しません。

広報紙の表紙をお子さんの写真に
差し替えてプレゼント！

あなただけの「広報ゆざわコネクト」

世界にひとつだけ！

※画像は実際にプレゼントされたものです。

はじめよう！クラウドソーシング！

問湯沢市クラウドソーシング導入支援事業運営事務局
　（湯沢市大町 1-1-16、T-Solutions 株式会社内☎ 56-9250、

URL：http://yuzawa-cs.com）、または商工課商工労政班
（☎ 55-8186）

～  はじめよう  在宅副業生活！ ～
クラウドソーシング活用セミナー 参加費

　無料！
■日　時　2 月 21 日（木）午後 2 時～ 3 時 30 分

■場　所　市役所本庁舎　会議室 21・22

■内　容　・副業の現状
・クラウドソーシングの概要
・ワーカー事例紹介
・お仕事を受託するためのポイント
・在宅ワーカー募集案内

※要予約。事前に下記へお申し込みの上、ご参加ください。

　毎月少しでも副収入を得たい、在宅ワークに興味があるけ
ど不安がある、すでに在宅ワーカーとして働いているけどう
まく報酬を得られていないなど、副業としての在宅ワークに
興味や疑問がある方も多いと思います。本セミナーでは、時
間や場所にとらわれない「クラウドソーシング（インターネッ
トを活用した仕事の受発注サービス）」を活用したパソコン
を使っての在宅での働き方について、概要や事例紹介、報酬
を得るためのポイントをわかりやすく解説します。
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ご冥福をお祈りします

おくやみ

※希望者のみ掲載しています。■11月1日～ 11月30日届け出分まで

■皆瀬地域
死亡月日 氏　名 年齢 行政区 世帯主

11/8 麻 生 常 吉 さん 67 白 沢 本 人

11/10 髙 橋 和 雄 さん 58 湯 元 本 人

11/26 髙 橋 イヱ子 さん 83 藤 倉 晃

11/27 佐 藤 久 夫 さん 58 若 畑 イ ト

死亡月日 氏　名 年齢 行政区 世帯主

11/2 藤 原 榮 次 さん 89 新 処 重 弘

11/3 藤 原 勝 子 さん 85 松 橋 １ 信 好

11/4 栗 林 経一郎 さん 84 麓 ２ 本 人

11/8 原 昭 二 さん 91 本 町 １ 本 人

11/10 後 藤 シ ゲ さん 90 堀 睦 美

11/12 近 野 良 子 さん 85 西 川 連 忠 男

11/17 阿 部 美紀子 さん 72 松 橋 ２ 良 吉

11/17 森 田 サ チ さん 77 梺 ３ 本 人

11/19 阿 部 敏 雄 さん 69 三 又 本 人

11/19 藤 原 良 子 さん 83 菻 田 孝 作

11/21 井 上 繁 子 さん 90 川 連 忠 邦

11/21 小 貫 実 さん 70 宮 田 本 人

11/22 佐 藤 篤之助 さん 96 野 村 ２ 博

11/25 佐 藤 圓 治 さん 88 大 沢 本 人

11/25 佐 藤 亮 子 さん 85 中 野 １ 豊

11/26 後 藤 秀 志 さん 92 堀 守

11/28 佐 藤 五 郎 さん 90 仙 道 久 志

■稲川地域
死亡月日 氏　名 年齢 行政区 世帯主

10/29 佐 藤 一 道 さん 20 切 畑 下 市 夫

11/1 和 田 久 助 さん 85 愛宕町第一の一 本 人

11/3 松 田 和 夫 さん 71 杉沢表第一 本 人

11/4 小山田 鶴 治 さん 93 東 二 ツ 橋 本 人

11/4 柿 﨑 フヂヨ さん 106 末 広 町 勇 一

11/4 髙 橋 栄 悦 さん 63 新 二 井 田 美和子

11/5 高 橋 聡 さん 66 宇 留 院 内 本 人

11/5 藤 岡 チヱ子 さん 88 古 館 貞 良

11/6 赤 平 秋 廣 さん 82 杉沢表第二 本 人

11/8 佐々木 ト ラ さん 92 山 谷 第 一 本 人

11/9 飯 塚 サ タ さん 103 サン・グリーンゆざわ 本 人

11/10 平 良 太一郎 さん 87 大工町第二 本 人

11/10 脇 谷 隆 二 さん 83 金 谷 本 人

11/13 柴 田 タカ子 さん 92 内 廓 町 英 助

11/14 髙 橋 廣 さん 88 北 荒 町 本 人

11/14 髙 𣘺𣘺 マ サ さん 84 中 川 原 二 勉

11/15 小 松 勝 利 さん 80 両 神 直 樹

11/15 松 井 シ ケ さん 102 宮 渕 三 区 長 一

11/16 藤 𠩤𠩤 ト モ さん 84 清水町第六 良 三

11/18 小 原 キヨノ さん 93 上 倉 内 一

11/18 髙 橋 順 造 さん 95 いさみが岡 本 人

11/21 佐 藤 要 藏 さん 90 久 根 合 要 一

11/22 上 杉 良 子 さん 74 大工町第一 本 人

11/23 赤 平 敏 晃 さん 52 新 木 野 啓 一

11/23 遠 田 貞 子 さん 88 中屋敷（高松） 堅 一

11/24 坂 本 セ ツ さん 96 松並寺通り 本 人

11/24 菅 野 満 夫 さん 82 関 口 上 本 人

11/25 渡 部 由 郎 さん 88 寺 沢 下 本 人

11/26 井 上 善二郎 さん 84 宮 渕 一 区 本 人

11/28 佐 藤 レ ツ さん 93 柳 田 本 人

11/28 山 科 ナオ子 さん 97 成 沢 上 丁 明 男

11/29 加 藤 テイ子 さん 88 岡 田 登

11/29 髙 橋 イ ヨ さん 83 六 日 町 上 礼 助

11/29 髙 𣘺𣘺 恒 次 さん 88 上 関 本 人

■湯沢地域

死亡月日 氏　名 年齢 行政区 世帯主

11/16 栗 田 シズヱ さん 90 薄 久 内 政 宏

11/16 佐々木 テ ル さん 94 田 用 橋 本 人

11/18 姉 崎 勲 さん 74 中 泊 本 人

11/18 小 西 タ キ さん 78 畑 本 人

11/19 金 子 也 さん 90 平 城 本 人

11/21 菅 義 雄 さん 75 役 内 本 人

11/23 菅 キミヨ さん 84 薄 久 内 太喜雄

11/24 菅 野 英 和 さん 67 上 寺 沢 本 人

11/25 浅 野 金 雄 さん 69 下 馬 場 本 人

■雄勝地域



30
2019.01

ニュースほっとライン

　宇宙エレベーターロボット競技会東北大会が湯沢雄勝広域交流セン
ターで開催されました。地上約 4 ｍに吊されたカゴを宇宙ステーショ
ンに見立て、宇宙エレベーターロボットを使って運んだピンポン玉の
数を競い合う本競技会に、県内外から 19 チームが参加。湯沢市から
は湯沢翔北高校の生徒たちによる 2 チームのほか、川連小学校、駒形
小学校、雄勝中学校からそれぞれ 1 チームが初参加。将来の宇宙開発
に向けた、夢と可能性にあふれる競技会で、プログラミングの技術や
設計、アイディアを競い合いました。

夢と可能性にあふれる宇宙エレベーター

11月23日
▲兄妹で参加した「チーム藤原」（駒形小学校）

YAMAChuコーポレーション 市長へ事業報告

遠田雅さん、地元で熱演「北前ザンブリコ」

　江戸時代から明治時代にかけて活躍した交易船「北前船」を題材
にした、劇団わらび座のミュージカル「北前ザンブリコ」が雄勝
文化会館オービオンで上演されました。
　今年 3 月にわらび座養成所を卒業し、本作品が初舞台となる遠

え ん だ

田 
雅

みやび

さん（21 歳・高松地区出身）が、村の娘「おふじ」を熱演。遠
田さんは「登場する人物のセリフ一つ一つに、今の世の中に必要
なことがたくさん詰まっているので、若い方から年配の方まで、
幅広く見ていただきたい作品です。初舞台で思い入れのある作品
を、大好きな地元で演じられたことが何よりもうれしいですし、
地元に元気や勇気、力を与えられるよう頑張ります」と話してく
れました。
　「北前ザンブリコ」は、1
月 26 日まで秋田市にぎわ
い交流館 AU にて上演中で
す。詳しくは「劇団わらび
座」ホームページをご覧く
ださい。

　山田中学校の「総合的な学習の時間」の一環で全校生
徒 51 人が社員となって立ち上げた会社「YAMAChu コー
ポレーション」。同中学校の生徒代表 11 人が市役所本庁
舎で事業と学習成果の報告会を行いました。
　生徒たちは、学習活動を通して山田地域の魅力を探し、
地元食材を生かした商品開発をして販売。季節のビビン
バ丼や「山田の子まんじゅう」、「山

やまちゅうか

中花めん」など、自
分たちで開発した商品で、ふるさと山田を広くアピール
し、利益を上げることに成功しています。生徒たちは、

「中学生でもふる
さとの活性化に
向けたアクションができること、単発ではなく継続したプロジェクトの必要性を学ぶ
ことができた」と、これまでの活動の内容とともに学習の成果を報告しました。また、
生徒たちによる「ふるさと活性化に向けた提言」では、条例の制定や複合型施設の建
設などの提言のほか、市の財政に言及する一幕も。「自慢できるふるさとにしたい」と
の熱意にあふれる、大人顔負けの報告会となりました。

11月28日

▲身重の娘「おふじ」を演じる遠田さん（写真中央）

▲事業報告会の様子

12月6日
▲鈴木市長、和田教育長と記念撮影
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税についての関心と正しい理解を

　中学生の「税についての作文」 表彰式が湯沢市役所本庁舎市民ロビー
で行われました。これは、税を考える週間の一環として、税について
関心を持ち、正しい理解を深めるために実施されているもので、受賞
した 5 人が表彰された後、それぞれの作文の朗読が行われました。

秋田県納税貯蓄組合連合会会長賞＝佐
さ と う

藤歩
あ ゆ む

夢さん（雄勝中 3 年）、湯沢税

務署長賞＝樋
ひ ぐ ち

口大
だ い ち

智さん（山田中 3 年）、湯沢市納税貯蓄組合連合会会長

賞＝髙
たかはし

橋柊
しゅうや

哉さん（稲川中 1 年）、最
も が み や

上谷日
ひ な た

暖さん（東成瀬中 2 年）、佐
さ と う

藤

若
わ か ば

葉さん（皆瀬中 1 年）

受賞者：

11月16日

▲作文を朗読する佐藤歩夢さん

　県が実施している平成 30 年度「元気なふるさと・雄
ゆ ー と ぴ あ

湯郷づくり県
民運動」顕彰事業において、元気な地域づくりに積極的に取り組ん
でいる団体として、内町・御屋敷町内会が表彰されました。
　両町内会を代表して表彰状を受け取った内町町内会長の佐

さ と う

藤誠
せいいち

一
さんは「これまでの活動によって、集落全体が一つの家のようになっ

てきている。町内
の皆さんと喜びを
分 か ち 合 い な が
ら生活していきた
い」と話し、受彰
を喜びました。

12月6日

▲表彰状を手に記念撮影（写真左から雄勝地域振興局長 深
ふ か い

井
力
つとむ

さん、佐藤誠一さん）

えびす俵の復活で、地域に元気を

　雄勝文化会館オービオンで、湯沢混声合唱団 YMC
第 40 回定期演奏会が開催されました。
　サマーミュージックフェスティバルをはじめ、市
内の多くの行事などで精力的に活動を続け、音楽の
まち ” ゆざわ ” を牽引する YMC。賛助出演の湯沢南
中学校合唱団とともに、楽しく温かいハーモニーを
奏でました。

40回を迎え感謝のハーモニー

▲賛助出演の湯沢南中学校合唱部と YMC の合同演奏

11月23日 　女性の幸せな働き方の知識とノウハ
ウを学ぶ「湯沢市女性活躍推進フォー
ラム～キラリ☆フォーラム 2018」が、
湯沢グランドホテルで開催され、市内
で働く女性ら約 70 人が参加しました。
　フォーラムでは、インターナショナ
ル・メディカル・クロッシング・オフィ
ス院長の堂

どうぞの

園凉
りょうこ

子さんが「働く女性×
健康」をテーマに、女性のさまざまな
ライフイベントにおける心身の変化と

の向き合い方などを講演。また、健康運動実践指導者の前
ま え だ

田恵
けい

さ
んの、オフィスでも簡単にで
きる運動「シナプソロジーと
チェアヨガ」による、脳とか
らだをリフレッシュするワー
クショップのほか、参加者交
流会が開催されました。

女性が健康で幸せに働き続けるために

前田恵さんによるワークショップ▶

▲堂園凉子さんの基調講演

11月22日

　将来を担う若手後継者にとって、湯沢雄勝地域が
夢を持てる地域となり、若者の雇用定着を図るため
の勉強会「こまちイブニングサロン」が湯沢グラン
ドホテルで開催されました。第 9 回となる今回は「繋
ぐ！先人から次世代へのメッセージ」をテーマに、
㈱高瀬電設や㈲新平堂など、攻めの事業展開で果敢
に挑戦する企業の経営者が事例を紹介しました。

▲高校生や教員を含む約 100 人が経営者の話に耳を傾けました

11月30日

夢を持てる地域となるために
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ゆざわのほっとな話題

ニュースほっとライン

トピックス

問協働事業推進課協働のまちづくり班（☎55-8249）

▷湯沢市参加・協働のまちづくり提案型補助金とは？

　地域自治組織、NPO、ボランティア団体等の市民活動団体が自主的、
主体的に企画、実施する公益性のあるまちづくり事業に対し、経費
の一部を市が補助するものです。個性豊かな独自のまちづくりに活
用することができます。

▷キラリ女子発掘応援助成金とは？

　地域や職場における本市の女性の活躍の推進を図るための事業に
要する経費について助成するものです。本市の女性が地域や職場等
において、その声や視点を生かし、個性と能力を十分に発揮して活
躍することを推進しています。

　アイマスクを着用し、転がると音が出る特別なボールを使用して音を
頼りにプレーする「ブラインドサッカー」の体験会が、湯沢市総合体育
館で開催されました。
　東北のブラインドサッカーチーム「コルジャ仙台」のメンバーを講師
に迎え、第30回トヨタジュニアカップ決勝大会（秋田県新人戦県大会）
で準優勝した湯沢FCサンマリッツのほか、十文字FC（横手市）に所属す
る小学3・4年生約30人が参加。ブラインドサッカーを通じて、視覚に
頼らないからこそ、声を出すことや聞く事、相手に対する思いやりと相
手の立場に立って行動することの大切さを学びました。

12月2日

▲視覚に障がいを持ちながらもブラインドサッカー女子日本代
表として活躍する鈴

すず き

木里
り か

佳さん（写真左）の指導を受ける児
童たち

視覚に頼らないからこそ学べることを

　女性視点で観光地に誘客を目指す活動を続ける「小安峡温泉
きらめき女子会」。同会は昨年度よりキラリ女子発掘応援助成金
を活用し、山菜を前面に押し出したPR活動や、英会話講座の開
催などインバウンド（外国人の訪日旅行客）への対応に取り組
んでいます。
　昨年度に制作した冊子「山菜図鑑」が、観光客に好評だった
ことやインバウンドへの対応のため、今年度は「山菜図鑑」を
全文英語に翻訳して制作。同会が開催している英会話講座の講
師の協力のもと、「どうすれば外国人の方が手に取りやすいか」

「ここはどう表現したら良いか」など、何度も打ち合わせを重ね、
英語版の「山菜図鑑」を制作しています。こうした取り組みによっ
て、小安峡温泉そして湯
沢市の海外への情報発信
力の強化が期待されてい
ます。　

インバウンドへの対応で海外への情報発信強化

市の補助金・助成金を活用した事業を紹介します

平成27年から開催している、外
国人観光客を想定した英会話講座▶

▲外国人観光客がひと目で英語版と分かるように全文英語で制作された「山菜図鑑」

　12月2日、湯沢ロイヤルホテルで「街なか再生講演会」が開
催されました。本講演会は、わくわくドキドキする地域を目指し、
NPO法人おがちふるさと学校が主催するもので今回が4回目。
湯沢市参加・協働のまちづくり提案型補助金を活用して開催さ
れた今回の講演会では、秋田大学大学院国際資源学部川

かわむら

村洋
ようへい

平
教授（写真上）が「歴史と未来の融合～スマートマイニングに
よる地域活性～」をテーマに、VR（V

バ ー チ ャ ル

irtual R
リ ア リ テ ィ

eality＝コンピュー
タを用いて、あたかもそこにいるかのように感じさせる技術）
を活用し、湯沢市とゆざわジオパークに適用した場合の地域活

性の可能性を講演。今後
のまちづくりにつなげよ
うと、地域の活性化を目
指す多くの参加者が講演
に耳を傾けました。

◀会場ではVR体験会も行われました

わくわくドキドキする地域を目指して

　ジークブルガー通りを
ＬＥＤライトによるイル
ミネーションで彩る「ゆ
ざわ ジークブルガー通
り 光のフュージョン」。
本イベントは、湯沢市中
央通り商店街振興組合を
中心とした「光のフュー
ジョン実行委員会」が、イルミネーションイベントを通じて、
湯沢市の魅力を発信し、中心市街地の冬季間のにぎわいを創出
することを目的に、昨年から実施しているもの。クラウドファ
ンディングによる資金調達のほか、今年度は湯沢市参加・協働
のまちづくり提案型補助金を活用することにより、点灯時間、
点灯期間を長く、またＬＥＤ装飾も昨年より豪華に。11月23
日から2月11日までの期間、毎日午後5時から11時まで、冬
の湯沢を明るく照らします。

▲街路樹と街路灯に装飾が施されています

冬の湯沢を明るく照らす

スマートフォン・タブレット用
ア プ リ「 マ チ イ ロ 」 で「 ひ び
く・つながる広報ゆざわ　コネ
クト」がご覧いただけます。

湯沢市公式
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料金受取人払郵便

差出有効期間
平成32年3月
31日まで
（切手不要）

（差出人）
■住　所

■氏　名（必ずお書きください） ■年　齢　　　　　　　■性　別

歳　　　　男    ・    女

本名・匿名・ペンネーム（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■電話番号

■広報紙掲載の場合のお名前の表記　※いずれかに○を入れてください。

※寄せられたお便りは広報紙上に掲載させていただく場合があります

湯沢市佐竹町１番１号

湯沢市役所

協働事業推進課

協働のまちづくり班 行

湯沢郵便局
承　認

０ １ ２ ８ ７ ９ ０

54

香音さんは

こんな人

　中学生になってからバレーボールを始め、郡市大会などで
活躍していた香音さん。シュークリームが好きで、お菓子作
りもシュークリームが一番得意だそうです。
　担任の先生は「いつも笑顔で朗らか。物事によく気付き、
やるべきことをしっかりやる、芯の強い子です」と話してく
れました。

■広報ゆざわ「コネクト」アンケートの回答
設問１． 設問２．

広報紙に掲載された写真（電子データ）をプレゼントします。
メールまたは電話にて下記へ問い合わせください。

■対象となる写真
平成 29 年 5 月号からの「広報ゆざわ コネクト」紙面上に
掲載された写真

■プレゼントの対象者
写真に写っている本人またはご家族の方

※メールで電子データをお渡しします。現像は行っていません。

問協働事業推進課協働のまちづくり班
　☎ 55-8249　FAX 73-2117　　koho@city.yuzawa.lg.jp

広報掲載の写真をプレゼント！

アンケートにご協力をお願いします

　広報ゆざわ「コネクト」に対するアンケートをお願いして
います。下記設問への回答を、本ページのハガキ下部回答欄
に記入の上、送付をお願いします。

設問１．発行の回数について　　①多い　②良い　③少ない
設問２．ページ数について　　　①多い　②良い　③少ない

阿
あ べ

部　香
か の ん

音さん

稲川中学校3年

　調理師である父の仕事を見学に行ったときに、

父と一緒に仕事をしているパティシエが、細かい

ところまで丁寧にお菓子を作り上げていく様子を

見て、自分もお菓子作りをやってみたいと思いま

した。私は料理が好きで、毎月２～３回、家でお

かずを作っていましたが、今はそれ以外にも毎週、

クッキーやロールケーキ、シュークリームなどを

作っています。調理の専門学校に行ったときに困

らないように、基本的な知識や技術を積み上げ、

将来は自分の作ったお菓子でみんなを笑顔に出来

るようなパティシエになりたいです。

自分の作ったお菓子で

みんなを笑顔に

わたしのゆめ
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31日まで
（切手不要）

（差出人）
■住　所

■氏　名（必ずお書きください） ■年　齢　　　　　　　■性　別

歳　　　　男    ・    女

本名・匿名・ペンネーム（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■電話番号

■広報紙掲載の場合のお名前の表記　※いずれかに○を入れてください。

※寄せられたお便りは広報紙上に掲載させていただく場合があります

湯沢市佐竹町１番１号

湯沢市役所
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香音さんは

こんな人

　中学生になってからバレーボールを始め、郡市大会などで
活躍していた香音さん。シュークリームが好きで、お菓子作
りもシュークリームが一番得意だそうです。
　担任の先生は「いつも笑顔で朗らか。物事によく気付き、
やるべきことをしっかりやる、芯の強い子です」と話してく
れました。

■広報ゆざわ「コネクト」アンケートの回答
設問１． 設問２．

広報紙に掲載された写真（電子データ）をプレゼントします。
メールまたは電話にて下記へ問い合わせください。

■対象となる写真
平成 29 年 5 月号からの「広報ゆざわ コネクト」紙面上に
掲載された写真

■プレゼントの対象者
写真に写っている本人またはご家族の方

※メールで電子データをお渡しします。現像は行っていません。

問協働事業推進課協働のまちづくり班
　☎ 55-8249　FAX 73-2117　　koho@city.yuzawa.lg.jp

広報掲載の写真をプレゼント！

アンケートにご協力をお願いします

　広報ゆざわ「コネクト」に対するアンケートをお願いして
います。下記設問への回答を、本ページのハガキ下部回答欄
に記入の上、送付をお願いします。

設問１．発行の回数について　　①多い　②良い　③少ない
設問２．ページ数について　　　①多い　②良い　③少ない

阿
あ べ

部　香
か の ん

音さん

稲川中学校3年

　調理師である父の仕事を見学に行ったときに、

父と一緒に仕事をしているパティシエが、細かい

ところまで丁寧にお菓子を作り上げていく様子を

見て、自分もお菓子作りをやってみたいと思いま

した。私は料理が好きで、毎月２～３回、家でお

かずを作っていましたが、今はそれ以外にも毎週、

クッキーやロールケーキ、シュークリームなどを

作っています。調理の専門学校に行ったときに困

らないように、基本的な知識や技術を積み上げ、

将来は自分の作ったお菓子でみんなを笑顔に出来

るようなパティシエになりたいです。

自分の作ったお菓子で

みんなを笑顔に

わたしのゆめ
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ご自由にご使用ください。

ありがとうございました。

ゆざわBiz ／ Luminas

■点線で切り取り、切手を貼らずに投函してください。はがきの
有効期限は平成32年3月31日までとなりますので、ご注意く
ださい。

■このはがきは「みんなのひろば」のコーナーで掲載するイラス
ト・写真・川柳や、広報ゆざわ「コネクト」を読んだ感想やお
便り、「クイズ」の回答にご利用ください。

■原稿や作品は返却しません。

■はがきには、必ず住所、氏名、年齢、電話番号を書いてくださ
い。連絡先が書いていないものについては、掲載対象外となり
ます。匿名やペンネームを希望される場合も、連絡先と氏名を
必ず書いてください（プレゼント付きクイズなどに当選した場
合、プレゼント品の発送の際にも必要となります）。

■掲載希望多数の場合は、毎月その中から選択して掲載となります。

投稿の際の注意と掲載のルール

写真、オリジナル作品、

感想・お便り、レシピ など　

皆さんからの投稿をお待ちしています。

協働事業推進課協働のまちづくり班
☎ 55-8249　FAX 73-2117　　koho@city.yuzawa.lg.jp

「みんなのひろば」では、市民の皆さんからの投稿を募集しています。
本ページのハガキでの投稿のほか、電子メールでも受け付けしています。
（写真は、電子メールでの投稿のほか、郵送でも受け付けしています。）

　「あおぞらこども園」で保育士を務めて2年目の佐藤さんは、0歳
の子どもたちの食事や身の回りの補助を担当しています。「最初のこ
ろは、子どもたちの表情や泣き方から気持ちをくみ取らなければな
らないことが大変でしたが、一緒に過ごす時間が長くなるにつれて、
だいぶ分かるようになってきました」とうれしそうに話す佐藤さん。
昔から子どもが好きだったそうで、　小学生のころは、自身が卒園し
た保育園によく遊びに行ったそうです。そのときの保育士の先生が、
子どもたちと一緒に楽しみながら仕事をしていたことと、自身が子
ども好きだったこともあり、「そのころから将来の夢は保育士と答え
ていました」と、当時を振り返ります。
　大学を卒業後、保育士の資格を取得し、子どものころからの夢を
叶えた佐藤さん。「まわりの先生たちのように、自分も子どもたちと
一緒に遊び楽しむ、笑顔あふれる保育士になりたい」と、目標に向かっ
て頑張っています。

子どもたちと一緒に楽しみ、笑顔あふれる保育士に

佐
さ と う

藤  良
ら な

奈さん

24歳・稲川

社会福祉法人いなかわ福祉会
あおぞらこども園

かがやく「ゆざわびと」

ルミナス
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株式会社 ボナフラワー

〒 019-0112 湯沢市下院内字次郎沢 25-3
TEL：52-4311 URL：https://www.rakuten.ne.jp/gold/bonaflower

市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
産
業
と
と
も
に
、
生
活
に
彩
り
を
添
え
て
い
き
た
い

　
ボ
ナ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
光
触
媒
加
工

を
施
し
た
造
花
・
観
葉
植
物
を
制
作

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。
先
代
の
社
長
で
あ

る
父
が
新
し
い
も
の
好
き
で
、
光
触

媒
の
導
入
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

販
売
開
始
は
、
当
時
の
同
業
他
社
と

比
べ
て
も
早
い
方
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
が
、
今
で
は
一
般
的
に
な

り
、
特
に
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
差
別
化
し
て

い
く
た
め
、
当
社
で
は
1
本
1
本
手

作
業
で
生
産
し
、
ア
レ
ン
ジ
や
ベ
ー

ス
の
鉢
に
至
る
ま
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
を
拠
点
と
し
て
い
た
こ
ろ

は
、
百
貨
店
や
専
業
通
販
業
者
へ
の

卸
販
売
が
中
心
で
、
当
時
の
私
は
企

画
や
提
案
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
私
が
勤
め
始
め
た

こ
ろ
か
ら
、
す
で
に
工
場
は
湯
沢
市

に
あ
り
、
東
京
で
企
画
・
営
業
、
湯

沢
市
の
工
場
で
生
産
と
い
う
体
制
で

事
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
商
品
は
、
日
々
の
生
活

に
彩
り
を
添
え
る
も
の
で
す
が
、
生

活
必
需
品
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、

そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。

人
員
の
削
減
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
会
社
の
構
造
を
シ
ン
プ
ル
に
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
百

貨
店
な
ど
へ
の
卸
販
売
を
や
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
が
主
軸
に

な
っ
た
こ
と
や
、
流
通
の
発
達
に

よ
っ
て
、
東
京
に
事
務
所
を
構
え
る

必
要
が
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
状
況
か
ら
、
拠
点
を
工
場
の

あ
る
湯
沢
市
に
移
し
、
現
在
は
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
だ
け
で
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　「
お
客
さ
ま
が
何
を
求
め
て
い
る

の
か
、ど
ん
な
も
の
が
好
き
な
の
か
」

が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ
ら
れ
、
ど
こ

に
事
業
所
を
構
え
て
い
て
も
、
全
国

に
販
売
で
き
る
の
が
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
の
強
み
で
す
。
で
す
が
、
当
社
の

商
品
の
性
質
上
、「
重
い
」「
大
き
く

て
か
さ
ば
る
」
な
ど
、
運
送
費
が
か

さ
ん
で
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
な
る

べ
く
コ
ン
パ
ク
ト
な
商
品
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
京
に
い
た
こ
ろ
は
あ
ま
り
知

ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
湯
沢
市
に

は
川
連
塗
り
な
ど
の
伝
統
工
芸
や
、

お
酒
、
食
べ
物
な
ど
、
魅
力
的
で
価

値
の
あ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
伝
統
産
業
と
コ
ラ
ボ
さ
せ

て
い
た
だ
く
な
ど
、
造
花
・
観
葉
植

物
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
生
活
に
彩
り
を

添
え
る
新
し
い
商
品
を
開
発
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
か
た
が
た
と
積
極
的
に
お
話
し
を

し
て
い
き
た
い
で
す
し
、
当
社
に
興

味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
気
軽

に
話
し
か
け
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。

COMPANY PROFILE

　造花・人工観葉植物の製造・卸業として昭
和 43 年に東京都で創業。企画・デザイン・営
業を東京で、制作を湯沢市で行っていたが、
平成 17 年から主な販路をインターネット販売
に切り換え、平成 25 年に事業の拠点を湯沢市
に移す。1 点 1 点手作業で制作し、光触媒加工
された造花・観葉植物は、インターネットを
介し全国的に高評価を得ている。ベース（鉢）
のデザインに至るまで、オリジナリティを重
視した商品の展開を行っている。

株式会社 ボナフラワー

渡
わ た な べ

辺  実
み か

花  さん

代表取締役

ゆざわの頑張る企業

ゆざわビズ

拠
点
を
東
京
か
ら
湯
沢
へ

湯
沢
市
な
ら
で
は
の
商
品
開
発
を



17,923世帯

45,429人平成 30年 11月 30日現在平成 30年 11月 30日現在

前月比

前月比

（－ 1 世帯）

（－ 53 人）

（－ 28 人）

（－ 25 人）

男・・・21,775 人

女・・・23,654 人
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〒

012-8501　
秋

田
県

湯
沢

市
佐

竹
町

１
番

１
号

（
TEL 0183-73-2111（

代
表

）、
FAX 73-2117）

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
／

http://w
w

w
.city-yuzaw

a.jp/　
■

広
報

へ
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メ
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ル
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koho@
city.yuzaw

a.lg.jp
■

市
長

へ
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メ
ー

ル
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shicho@
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■
発

行
日

／
2019.1.1　

■
発

行
／

湯
沢

市
■

監
修

／
協

働
事

業
推

進
課

協
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ち
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■

編
集

・
デ

ザ
イ

ン
／

株
式

会
社

ロ
イ

ヤ
ル

パ
ソ

コ
ン

シ
ス

テ
ム

世帯数

人　口

※上記の事業所等の広告の内容と湯沢市の業務に関係はありません。

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き　広報の中のどこかに、
「しず小町」ちゃんが隠れ
ているよ！どこにいるの
かな？みんな、探してみ
てね！！WANTED!

しず小町ちゃんを探せ！
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